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(57)【要約】
【課題】下着の脚開口部の縁の形状に合わせて吸収性物
品のウイング部を折り畳むことが容易にできる吸収性物
品を提供する。
【解決手段】本発明は、長手方向（Ｙ方向）および幅方
向（Ｘ方向）を有し、肌側に設けられた液透過性のトッ
プシート２、着衣側に設けられた液不透過性のバックシ
ートおよび該トップシート２と該バックシートとの間に
設けられた液保持性の吸収体４を備えた本体部１０と、
該本体部１０の両側縁から幅方向に延出したウイング部
５とを含む吸収性物品１であって、ウイング部５におけ
る着衣側の面の反対側の面が、トップシート２またはト
ップシート２の幅方向の両側に設けられたサイドシート
で構成され、トップシート２またはサイドシートにおけ
る少なくともウイング部５における着衣側の面の反対側
の面に、非連続的に長手方向に延在し、幅方向に並び、
幅方向の断面の形状が、略Ｕ字形状である複数の折曲部
２１を含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
 （トップクレームです。）
　長手方向および幅方向を有し、肌側に設けられた液透過性のトップシート、着衣側に設
けられた液不透過性のバックシートおよび該トップシートと該バックシートとの間に設け
られた液保持性の吸収体を備えた本体部と、該本体部の両側縁から幅方向に延出したウイ
ング部とを含む吸収性物品であって、
　前記ウイング部における着衣側の面の反対側の面が、前記トップシートまたは前記トッ
プシートの幅方向の両側に設けられたサイドシートで構成され、
　前記トップシートまたは前記サイドシートにおける少なくとも前記ウイング部における
着衣側の面の反対側の面に、非連続的に前記長手方向に延在し、前記幅方向に並び、前記
幅方向の断面の形状が、略Ｕ字形状である複数の折曲部を含む、吸収性物品。
【請求項２】
　前記折曲部を非連続にする非連続部は、該折曲部に隣接する折曲部の非連続部と同一の
直線に沿って並ぶ、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項３】
　前記幅方向における１ｃｍ当たりの前記折曲部の数は３以上である、請求項１または２
に記載の吸収性物品。
【請求項４】
　前記折曲部を非連続にする非連続部の前記長手方向の長さは、０．３ｍｍ以上、５ｍｍ
以下である、請求項１～３のいずれか１項に記載の吸収性物品。
【請求項５】
　前記長手方向に隣接する前記非連続部分間の距離は、０．５ｍｍ以上、２５ｍｍ以下で
ある、請求項４に記載の吸収性物品。
【請求項６】
　前記本体部の前記トップシートは、血液改質剤層を肌側の表面に含み、
　前記本体部の前記トップシートは、前記折曲部をさらに含み、
　前記曲折部は、長手方向に並ぶ複数の開口部を両側面に有する、請求項１～５のいずれ
か１項に記載の吸収性物品。
【請求項７】
　前記血液改質剤層の血液改質剤が、０～０．６０のＩＯＢと、４５℃以下の融点と、２
５℃の水１００ｇに対する、０．０５ｇ以下の水溶解度とを有する、請求項６に記載の吸
収性物品。
【請求項８】
　前記血液改質剤が、次の（ｉ）～（ｉｉｉ）、
　（ｉ）炭化水素、
　（ｉｉ）　（ｉｉ－１）炭化水素部分と、（ｉｉ－２）前記炭化水素部分のＣ－Ｃ単結
合間に挿入された、カルボニル基（－ＣＯ－）およびオキシ基（－Ｏ－）から成る群から
選択される、一または複数の、同一または異なる基とを有する化合物、および
　（ｉｉｉ）　（ｉｉｉ－１）炭化水素部分と、（ｉｉｉ－２）前記炭化水素部分のＣ－
Ｃ単結合間に挿入された、カルボニル基（－ＣＯ－）およびオキシ基（－Ｏ－）から成る
群から選択される、一または複数の、同一または異なる基と、（ｉｉｉ－３）前記炭化水
素部分の水素原子を置換する、カルボキシル基（－ＣＯＯＨ）およびヒドロキシル基（－
ＯＨ）から成る群から選択される、一または複数の、同一または異なる基とを有する化合
物、
　ならびにそれらの任意の組み合わせから成る群から選択され、
　ここで、（ｉｉ）または（ｉｉｉ）の化合物において、オキシ基が２つ以上挿入されて
いる場合には、各オキシ基は隣接していない、請求項７に記載の吸収性物品。
【請求項９】
　前記血液改質剤が、次の（ｉ’）～（ｉｉｉ’）、
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　（ｉ’）炭化水素、
　（ｉｉ’）　（ｉｉ’－１）炭化水素部分と、（ｉｉ’－２）前記炭化水素部分のＣ－
Ｃ単結合間に挿入された、カルボニル結合（－ＣＯ－）、エステル結合（－ＣＯＯ－）、
カーボネート結合（－ＯＣＯＯ－）、およびエーテル結合（－Ｏ－）から成る群から選択
される、一または複数の、同一または異なる結合とを有する化合物、および
　（ｉｉｉ’）　（ｉｉｉ’－１）炭化水素部分と、（ｉｉｉ’－２）前記炭化水素部分
のＣ－Ｃ単結合間に挿入された、カルボニル結合（－ＣＯ－）、エステル結合（－ＣＯＯ
－）、カーボネート結合（－ＯＣＯＯ－）、およびエーテル結合（－Ｏ－）から成る群か
ら選択される、一または複数の、同一または異なる結合と、（ｉｉｉ’－３）前記炭化水
素部分の水素原子を置換する、カルボキシル基（－ＣＯＯＨ）およびヒドロキシル基（－
ＯＨ）から成る群から選択される、一または複数の、同一または異なる基とを有する化合
物、
　ならびにそれらの任意の組み合わせから成る群から選択され、
　ここで、（ｉｉ’）または（ｉｉｉ’）の化合物において、２以上の同一または異なる
結合が挿入されている場合には、各結合は隣接していない、請求項７または８に記載の吸
収性物品。
【請求項１０】
　前記血液改質剤が、次の（Ａ）～（Ｆ）、
　（Ａ）　（Ａ１）鎖状炭化水素部分と、前記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する２
～４個のヒドロキシル基とを有する化合物と、（Ａ２）鎖状炭化水素部分と、前記鎖状炭
化水素部分の水素原子を置換する１個のカルボキシル基とを有する化合物とのエステル、
　（Ｂ）　（Ｂ１）鎖状炭化水素部分と、前記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する２
～４個のヒドロキシル基とを有する化合物と、（Ｂ２）鎖状炭化水素部分と、前記鎖状炭
化水素部分の水素原子を置換する１個のヒドロキシル基とを有する化合物とのエーテル、
　（Ｃ）　（Ｃ１）鎖状炭化水素部分と、前記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する、
２～４個のカルボキシル基とを含むカルボン酸、ヒドロキシ酸、アルコキシ酸またはオキ
ソ酸と、（Ｃ２）鎖状炭化水素部分と、前記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する１個
のヒドロキシル基とを有する化合物とのエステル、
　（Ｄ）鎖状炭化水素部分と、前記鎖状炭化水素部分のＣ－Ｃ単結合間に挿入された、エ
ーテル結合（－Ｏ－）、カルボニル結合（－ＣＯ－）、エステル結合（－ＣＯＯ－）、お
よびカーボネート結合（－ＯＣＯＯ－）から成る群から選択されるいずれか１つの結合と
を有する化合物、
　（Ｅ）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコール、またはそのアルキルエステルもしく
はアルキルエーテル、および
　（Ｆ）鎖状炭化水素、
　ならびにそれらの任意の組み合わせから成る群から選択される、請求項７～９のいずれ
か１項に記載の吸収性物品。
【請求項１１】
　前記血液改質剤が、（ａ1）鎖状炭化水素テトラオールと少なくとも１の脂肪酸とのエ
ステル、（ａ2）鎖状炭化水素トリオールと少なくとも１の脂肪酸とのエステル、（ａ3）
鎖状炭化水素ジオールと少なくとも１の脂肪酸とのエステル、（ｂ1）鎖状炭化水素テト
ラオールと少なくとも１の脂肪族１価アルコールとのエーテル、（ｂ2）鎖状炭化水素ト
リオールと少なくとも１の脂肪族１価アルコールとのエーテル、（ｂ3）鎖状炭化水素ジ
オールと少なくとも１の脂肪族１価アルコールとのエーテル、（ｃ1）４個のカルボキシ
ル基を有する鎖状炭化水素テトラカルボン酸、ヒドロキシ酸、アルコキシ酸またはオキソ
酸と、少なくとも１の脂肪族１価アルコールとのエステル、（ｃ2）３個のカルボキシル
基を有する鎖状炭化水素トリカルボン酸、ヒドロキシ酸、アルコキシ酸またはオキソ酸と
、少なくとも１の脂肪族１価アルコールとのエステル、（ｃ3）２個のカルボキシル基を
有する鎖状炭化水素ジカルボン酸、ヒドロキシ酸、アルコキシ酸またはオキソ酸と、少な
くとも１の脂肪族１価アルコールとのエステル、（ｄ1）脂肪族１価アルコールと脂肪族
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１価アルコールとのエーテル、（ｄ2）ジアルキルケトン、（ｄ3）脂肪酸と脂肪族１価ア
ルコールとのエステル、（ｄ4）ジアルキルカーボネート、（ｅ1）ポリオキシＣ2～Ｃ6ア
ルキレングリコール、（ｅ2）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールと少なくとも１
の脂肪酸とのエステル、（ｅ3）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールと少なくとも
１の脂肪族１価アルコールとのエーテル、（ｅ4）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコ
ールと、鎖状炭化水素テトラカルボン酸、鎖状炭化水素トリカルボン酸、または鎖状炭化
水素ジカルボン酸とのエステル、（ｅ5）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールと、
鎖状炭化水素テトラオール、鎖状炭化水素トリオール、または鎖状炭化水素ジオールとの
エーテル、および（ｆ1）鎖状アルカン、ならびにそれらの任意の組み合わせから成る群
から選択される、請求項７～１０のいずれか一項に記載の吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、生理用ナプキン、パンティライナ、失禁パッド、失禁ライナなどの吸収性物
品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ウイング部の付け根部分を、本体部に比べて横方向に多量に延伸できるようにすること
によって、下着の脚開口部の縁に合わせてウイング部を折り畳むことができる吸収性物品
が従来技術として知られている（たとえば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第３２６２１７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載されているような従来の吸収性物品では、ウイング部
の付け根部分を自由な方向に折り畳むことができるあまりに、吸収性物品の長手方向に対
して、折り線が大きく斜めになるように、ウイング部を折り畳んでしまう場合がある。
【０００５】
　本発明は、下着の脚開口部の縁に合わせてウイング部を折り畳むことが容易にできる吸
収性物品を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、上記課題を解決するため、以下の構成を採用した。
　すなわち、本発明は、長手方向および幅方向を有し、肌側に設けられた液透過性のトッ
プシート、着衣側に設けられた液不透過性のバックシートおよび該トップシートと該バッ
クシートとの間に設けられた液保持性の吸収体を備えた本体部と、該本体部の両側縁から
幅方向に延出したウイング部とを含む吸収性物品であって、ウイング部における着衣側の
面の反対側の面が、トップシートまたはトップシートの幅方向の両側に設けられたサイド
シートで構成され、トップシートまたはサイドシートにおける少なくともウイング部にお
ける着衣側の面の反対側の面に、非連続的に長手方向に延在し、幅方向に並び、幅方向の
断面の形状が、略Ｕ字形状である複数の折曲部を含む。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、下着の脚開口部の縁の形状に合わせて吸収性物品のウイング部を折り
畳むことが容易にできる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
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【図１】図１は、本発明の吸収性物品の一実施形態の平面図である。
【図２】図２は、図１のＡ－Ａ線断面を示す概略断面図である。
【図３】図３は、本発明の一実施形態の吸収性物品における本体部のウイング部側の領域
およびウイング部のトップシートに形成した折曲部を説明するための図である。
【図４】図４は、本発明の一実施形態の吸収性物品における本体部の中央部分のトップシ
ートに形成した折曲部を説明するための図である。
【図５】図５は、本発明の一実施形態の吸収性物品のウイング部を、下着の脚開口部の縁
に合わせて折り畳むことが容易にできることを説明するための図である。
【図６】図６は、本発明の一実施形態の吸収性物品の製造方法を説明するための図である
。
【図７】図７は、本発明の一実施形態の吸収性物品の製造に使用される凹部形成ロールを
説明するための図である。
【図８】図８は、トップシート用シートにおける、凹部形成ロールによって凹部が形成さ
れる領域を説明するための図である。
【図９】図９は、本発明の一実施形態の吸収性物品の製造に使用される延伸ギアロールの
上段ロールを説明するための図である。
【図１０】図１０は、本発明の一実施形態の吸収性物品の製造に使用される延伸ギアロー
ルの下段ロールを説明するための図である。
【図１１】図１１は、延伸ギアロールによって延伸されるトップシート用シートを説明す
るための図である。
【図１２】図１２は、本発明の吸収性物品の一実施形態の変形例の平面図である。
【図１３】図１３は、トップシートがトリＣ２Ｌ油脂肪酸グリセリドを含む生理用ナプキ
ンにおける、トップシートの肌当接面の電子顕微鏡写真である。
【図１４】図１４は、血液改質剤を含むまたは含まない経血の顕微鏡写真である。
【図１５】図１５は、表面張力の測定方法を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して、本発明を説明するが、本発明は図面に記載されたものに限定さ
れるものではない。
【００１０】
　図１は本発明の一実施形態の吸収性物品の平面図であり、図２は図１のＡ－Ａ線断面を
示す概略断面図である。吸収性物品１は、肌側（肌当接側）に設けられた液透過性のトッ
プシート２、着衣側（非肌当接側）に設けられた液不透過性のバックシート３およびトッ
プシート２とバックシート３との間に設けられた液保持性の吸収体４を備える本体部１０
と、本体部１０の両側縁から幅方向に延出し、トップシート２およびバックシート３を備
えた一対のウイング部５とを含む。符号５１がウイング部５の付け根（本体部１０とウイ
ング部５との間の境界）となる。ウイング部５における着衣側の面の反対側の面は、トッ
プシート２で構成されている。ウイング部５の着衣側の面に、粘着部６が設けられている
。なお、図１において、吸収性物品１の幅方向はＸ方向であり、長手方向はＹ方向である
。また、吸収性物品１の平面方向は、ＸＹ方向である。
【００１１】
　本体部１０の形状は、長方形、楕円型、瓢箪型など、女性の身体および下着の形状に適
合する形状であればとくに限定されない。本体部１０の外形における長手方向の延べ寸法
は、好ましくは１００～５００ｍｍであり、より好ましくは１５０～３５０ｍｍである。
また、本体部１０の外形における幅方向の延べ寸法は、好ましくは３０～２００ｍｍであ
り、より好ましくは４０～１８０ｍｍである。
【００１２】
　トップシート２は、本体部１０では、着用者から排出された尿、経血などの体液を、吸
収体４へ移動させる。また、本体部１０では、トップシート２の少なくとも一部は液透過
性を有し、体液を透過するための多数の開口部を有する。一方、ウイング部５では、トッ
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プシート２は、着用者がウイング部５を折り曲げるのに適するとともに、下着に取り付け
られた後も着用者に違和感を与えないような適度な剛性を、後述のバックシート３と一緒
になってウイング部５に付与する。
【００１３】
　トップシート２は樹脂フィルムから作製される。トップシート２として使用される樹脂
フィルムは、オレフィンとアクリル酸エステル、酢酸ビニルなどの他モノマーとの共重合
体、ポリオレフィン、ポリエステル、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエチレンテレ
フタレート、ポリアミド、酢酸セルロースなどから作製される。柔軟性が高く肌に対する
刺激が少ない点から、トップシート２として使用される樹脂フィルムは、オレフィンと他
モノマーとの共重合体、またはポリオレフィンがとくに好ましい。
【００１４】
　トップシート２の坪量は、好ましくは１ｇ/ｍ2以上、４０ｇ/ｍ2以下であり、より好ま
しくは１０ｇ/ｍ2以上、３５ｇ/ｍ2以下である。また、トップシート２を構成する樹脂フ
ィルムの厚さは、好ましくは０．０１ｍｍ以上、０．４ｍｍ以下であり、より好ましくは
０．１ｍｍ以上、０．３５ｍｍ以下である。トップシート２を構成する樹脂フィルムの厚
さが０．０１ｍｍ未満の場合には、トップシート２の後述の隠ぺい性が小さくなりすぎて
しまう場合があり、トップシート２を構成する樹脂フィルムの厚さが０．４ｍｍを超える
場合には、トップシート２の剛性が高くなり、着用者の肌に対するトップシート２の刺激
が強くなりすぎてしまう場合がある。トップシート２は後述する折曲部を有するので、ト
ップシート２の見かけ上の厚さは、トップシート２を構成する樹脂フィルムの厚さよりも
大きい。トップシート２の見かけ上の厚さは、好ましくは０．０１ｍｍ以上、１ｍｍ以下
であり、より好ましくは０．１ｍｍ以上、０．５ｍｍ以下である。
【００１５】
　トップシート２は、吸収体４に吸収された体液が外部から見えないようにするため、隠
ぺい性を有する。トップシート２の隠ぺい性は、酸化チタンなどのフィラーを樹脂に混ぜ
ることによって生ずる。フィラーが酸化チタンの場合、酸化チタンの含有量は、樹脂フィ
ルムの重量に対して、好ましくは１％以上、５０％以下であり、より好ましくは３％以上
、１５％以下である。酸化チタンの含有量が樹脂フィルムの重量に対して１％未満である
と、トップシート２における吸収体４に吸収された体液を隠ぺいする効果が小さすぎてし
まう場合がある。酸化チタンの含有量が樹脂フィルムの重量に対して５０％を超えると、
酸化チタンを含有した樹脂のシート成形が困難になる場合がある。
【００１６】
　トップシート２は、非連続的に長手方向に延在し、幅方向に並ぶ複数の折曲部２１を有
する。「非連続的に長手方向に延在し」とは、長手方向に延びている折曲部２１は、途中
で複数箇所途切れていることをいう。
【００１７】
　図３および図４を参照して、トップシート２に設けられた折曲部２１（２１Ａ，２１Ｂ
）を詳細に説明する。図３は、吸収性物品１における本体部１０のウイング部側の領域１
４およびウイング部５（図１参照）のトップシート２に形成した折曲部２１Ａを説明する
ための図である。図４は、本体部１０の中央部分１２（図１参照）のトップシート２に形
成した折曲部２１Ｂを説明するための図である。本体部１０のウイング部側の領域１４お
よびウイング部５のトップシート２に設けられた折曲部２１Ａと、本体部１０の中央部分
１２のトップシート２に設けられた折曲部２１Ｂとは、後述するように少し異なる。
【００１８】
　本体部１０のウイング部側の領域１４と本体部１０の中央部分１２との間の境界は、た
とえば、２つウイング部５の長手方向（Ｙ方向）の中心同士を結んだ線と、吸収体４の幅
方向（Ｘ方向）の縁との交点を通過する長手方向（Ｙ方向）の２本の直線である。この２
本の直線間の領域が本体部１０の中央部分１２となり、この２本の直線に対してウイング
部５側のそれぞれの領域が本体部１０のウイング部側の領域１４となる。
【００１９】
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　図３に示すように、本体部１０のウイング部側の領域１４およびウイング部５において
、トップシート２は、長手方向（Ｙ方向）に延びており、幅方向（Ｘ方向）に並ぶ複数の
折曲部２１Ａを含む。折曲部２１Ａの幅方向（Ｘ方向）の断面の形状は、たとえば、略Ｕ
字形状である。略Ｕ字形状には、Ｕ字形状の他に、角を丸めたり、直線を曲線に変えたり
するなどの変形を加えるとＵ字形状になる形状も含まれる。たとえば、略Ｕ字形状には、
Ｖ字形状、逆Ｍ字形状および台形も含まれる。
【００２０】
　長手方向（Ｙ方向）に延びている折曲部２１Ａは、複数の非連続部分２２Ａによって、
途中、複数箇所で途切れている。非連続部分２２Ａでは、幅方向（Ｘ方向）の断面が略Ｕ
字形状になるように折り曲げられていない。非連続部分２２Ａは、隣接する折曲部２１Ａ
の非連続部分２２Ａと、同じ直線２３に沿って並ぶことが好ましい。また、この直線２３
は、長手方向（Ｙ方向）に対して斜めになっていることが好ましい。たとえば、この直線
２３と長手方向（Ｙ方向）との間のなす角度は、１０°以上、１７０°以下であることが
好ましい。
【００２１】
　図５は、ウイング部５を、下着の脚開口部の縁３１，３２に合わせて折り畳むことが容
易にできることを説明するための図である。図５に示すように、下着の脚開口部の縁３１
に合わせてウイング部５を折り畳むときにウイング部５を折り畳みやすくする、折曲部２
１Ａの部分２４Ａ１～２４Ａ１０（折曲部２１Ａにおける隣接する非連続部分間の部分）
は、すべて長手方向（Ｙ方向に）に延びているので、ウイング部５の折り線が長手方向に
対して大きく斜めになるようにウイング部５を折り畳んでしまうことを、抑制することが
できる。
【００２２】
　また、下着の脚開口部の縁３１に合わせてウイング部５を折り畳むときにウイング部５
の折り畳みに寄与する折曲部２１Ａの部分２４Ａ１～２４Ａ１０の位置は、下着の脚開口
部の縁３１に合わせて、非連続部分を介して幅方向（Ｘ方向）に折曲部２１Ａ間を移動す
る。これにより、折曲部２１Ａの部分２４Ａ１～２４Ａ１０は、下着の脚開口部の縁３１
に沿っている。このため、下着の脚開口部の縁３１に合わせてウイング部５を折り畳むこ
とが容易になる。とくに、非連続部分は、隣接する折曲部２１Ａの非連続部分２２Ａと、
同じ直線２３に沿って並んでいるので、ウイング部５の折り畳みに寄与する折曲部２１Ａ
の部分２４Ａ１～２４Ａ１０の位置は、下着の脚開口部の縁３１に合わせて、折曲部２１
Ａ間を幅方向に移動しやすくなる。さらに、上記直線２３は、長手方向（Ｙ方向）に対し
て斜めになっているので、ウイング部５の折り畳みに寄与する折曲部２１Ａの部分２４Ａ
１～２４Ａ１０の位置は、下着の脚開口部の縁３１に合わせて、折曲部２１Ａ間を幅方向
にさらに移動しやすくなる。
【００２３】
　さらに、下着のクロッチ域の幅が大きくなり、下着の脚開口部の縁が、縁３１から縁３
２に変わった場合でも、縁３２に沿った、折曲部２１Ａの部分２４Ａ１１～２４Ａ１９が
存在するので、下着の脚開口部の縁３２に合わせてウイング部５を折り畳むことを容易に
できる。すなわち、多様な下着の脚開口部の縁に合わせて、ウイング部５を折り畳むこと
が可能になる。
【００２４】
　幅方向における１ｃｍ当たりの折曲部２１Ａの数は、好ましくは３以上であり、より好
ましくは、５以上である。幅方向における１ｃｍ当たりの折曲部２１Ａの数が２以下であ
ると、下着の脚開口部の縁の形状に合わせて吸収性物品１のウイング部２を折り畳むこと
が難しい場合がある。また、幅方向における１ｃｍ当たりの折曲部２１Ａの数が２以下で
あると、多様な下着のクロッチ域の多様な幅に合わせて、吸収性物品１のウイング部２を
折り畳むことが難しい場合がある。
【００２５】
　非連続部分２２Ａの長手方向（Ｙ方向）の長さは、好ましくは０．３ｍｍ以上、５ｍｍ
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以下であり、より好ましくは０．５ｍｍ以上、３ｍｍ以下である。非連続部分２２Ａの長
手方向の長さが０．３ｍｍよりも小さいと、１つの折曲部２１Ａに沿ってウイング部５が
折り曲がろうとする力が強くなり、下着の脚開口部の縁の形状に合わせて吸収性物品１の
ウイング部２を折り畳むことが難しい場合がある。また、非連続部分２２Ａの長手方向の
長さが０．３ｍｍよりも小さいと、ウイング部５は、ウイング部５の剛性が小さくなり過
ぎてしまい、ウイング部５の自重により折り曲がってしまう場合がある。非連続部分２２
Ａの長手方向の長さが５ｍｍよりも大きくなると、折曲部２１Ａに沿ってウイング部５が
折り曲がろうとする力が弱くなり、下着の脚開口部の縁の形状に合わせて吸収性物品１の
ウイング部２を折り畳むことが難しい場合がある。
【００２６】
　長手方向に隣接する非連続部分２２Ａ間の距離は、好ましくは０．５ｍｍ以上、２５ｍ
ｍ以下であり、より好ましくは１ｍｍ以上、２５ｍｍ以下であり、さらに好ましくは１ｍ
ｍ以上、２０ｍｍ以下である。隣接する非連続部分２２Ａ間の距離が０．５ｍｍよりも小
さいと、折曲部２１Ａに沿ってウイング部５が折り曲がろうとする力が弱くなり、下着の
脚開口部の縁の形状に合わせて吸収性物品１のウイング部２を折り畳むことが難しい場合
がある。隣接する非連続部分２２Ａ間の距離が２５ｍｍよりも大きいと、１つの折曲部２
１Ａに沿ってウイング部５が折り曲がろうとする力が強くなり、下着の脚開口部の縁の形
状に合わせて吸収性物品１のウイング部２を折り畳むことが難しい場合がある。
【００２７】
　本体部１０の中央部分１２のトップシート２に形成した折曲部２１Ｂは、図４に示すよ
うに、本体部１０のウイング部側の領域１４およびウイング部５のトップシート２に形成
した折曲部２１Ａと同様の折曲部２１Ｂおよび非連続部分２２Ｂを含む。しかし、本体部
１０の中央部分１２のトップシート２に形成した折曲部２１Ｂは、後述の開口部２６およ
び血液改質剤層２７を含む点で、本体部１０のウイング部側の領域１４およびウイング部
５のトップシート２に形成した折曲部２１Ａと異なる。本体部１０の中央部分１２のトッ
プシート２には、後述の開口部２６および血液改質剤層２７が形成されている。
【００２８】
　本体部１０の中央部分１２のトップシート２に形成した折曲部２１Ｂは、その両側面２
５に、長手方向（Ｙ方向）に並ぶ複数の開口部２６を有する。本体部１０の中央部分１２
のトップシート２に排出された着用者の体液は、開口部２６を通過して吸収体４へ移動す
る。また、折曲部２１Ｂの幅方向（Ｘ方向）の略Ｕ字形状によって、トップシート２に排
出された着用者の体液は、折曲部２１Ｂの底の方に向かって素早く集まる。折曲部２１Ｂ
の底の方に向かって流れる体液は、底に到達する前に、側面２５に設けられた開口部２６
を通過し、吸収体４に流れる。また、底に溜まった体液も側面２５に設けられた開口部２
６を通過し、吸収体４に流れる。したがって、折曲部２１Ｂの側面２５に設けられた開口
部２６によって、着用者の体液は、吸収体４に素早く吸収される。また、トップシート２
に残留する体液の量を減少させることができる。
【００２９】
　本体部１０の中央部分１２のトップシート２の肌側の表面に血液改質剤を塗布して、ト
ップシート２の肌当接側の表面に血液改質剤層２７を形成してもよい。この血液改質剤層
２７によって、トップシート２の表面に、着用者の体液、とくに粘度の高い経血が残るの
を抑制することができる。この血液改質剤層２７は、後で詳細に説明する。
【００３０】
　本体部１０では、折曲部２１Ｂによって着用者の肌とトップシート２との間の接触面積
が小さくなるので、トップシート２の肌触りが良好になる。
【００３１】
　折曲部２１が形成されたトップシート２を用いてウイング部５を形成すると、本体部１
０とウイング部５との両方に折曲部２１が形成された吸収性物品１を簡単に製造すること
ができる。また、吸収性物品１を作製するための資材点数を減らすことができる。
【００３２】
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　図１および図２に示すバックシート３は、吸収体４に吸収された体液が外へ漏れ出すの
を防止する。バックシート３には、体液を透過しない材料が使用される。たとえば、バッ
クシート３として、疎水性の不織布、ポリエチレンおよびポリプロピレンなどの不透水性
のプラスチックフィルムまたは不織布と不透水性プラスチックフィルムとのラミネートシ
ートなどが使用される。また、耐水性の高いメルトブローン不織布を強度の強いスパンボ
ンド不織布で挟んだＳＭＳ不織布をバックシート３として使用してもよい。体液は通さな
い通気性を有する材料をバックシート３として使用することにより、着用時のムレを低減
させることができる。
【００３３】
　吸収体４は体液を吸収して保持する。吸収体４は、嵩高であり、型崩れし難く、化学的
刺激が少ないものであることが好ましい。たとえば、吸収体４として、フラッフ状パルプ
もしくはエアレイド不織布と高吸収性ポリマー（ＳＡＰ）とからなる複合吸収体が使用さ
れる。この複合吸収体は、ティッシュなどの液透過性の材料で覆われていてもよい。
【００３４】
　また、上記複合吸収体のフラッフ状パルプの代わりに、たとえば、化学パルプ、セルロ
ース繊維、レーヨンおよびアセテートなどの人工セルロース繊維を使用してもよい。上記
複合吸収体中のパルプなどの吸収性繊維の坪量は、好ましくは１００ｇ／ｍ2以上、８０
０ｇ／ｍ2以下であり、上記複合吸収体中の高吸収性ポリマーの質量比は、吸収性繊維を
１００％として好ましくは１０％以上、６５％以下である。上記複合混合体を覆うティッ
シュなど液透過性の材料の坪量は、好ましくは１２ｇ／ｍ2以上、３０ｇ／ｍ2以下である
。
【００３５】
　上記複合混合体のエアレイド不織布として、たとえば、パルプと合成繊維とを熱融着さ
せた不織布またはパルプと合成繊維とをバインダーで固着させた不織布を使用することが
できる。
【００３６】
　上記複合吸収体の高吸収性ポリマーは、水溶性高分子が適度に架橋した三次元網目構造
を有する。この吸収性ポリマーは、水を吸収する前の吸収性ポリマーの体積に対して３０
～６０倍の水を吸収する。しかし、この吸収性ポリマーは本質的に水不溶性である。また
、この吸収性ポリマーは、多少の圧力を加えられても、一旦吸収された水を離水しない。
この吸収性ポリマーとして、たとえば、デンプン系、アクリル酸系またはアミノ酸系の粒
子状または繊維状のポリマーが使用される。
【００３７】
　吸収体４の形状および構造は必要に応じて変えることができるが、吸収体４の全吸収量
は、吸収性物品１としての設計挿入量および所望の用途に対応させる必要がある。また、
吸収体４のサイズや吸収能力などは用途に応じて変わる。
【００３８】
　ホットメルト接着剤を使用して吸収体４はバックシート３と接着している。これにより
バックシート３から吸収体４が剥がれることを抑制できる。
【００３９】
　ウイング部５は、吸収性物品１を下着に安定して固定するために吸収性物品１に設けら
れている。ウイング部５を下着の外面側に折り曲げた後、粘着部６を介して下着のクロッ
チ部に張り付けることによって、吸収性物品１を下着に安定して固定することができる。
【００４０】
　粘着部６は、吸収性物品１を下着のクロッチ部に固定する。粘着部６を形成する粘着剤
としては、たとえばスチレン系ポリマー、粘着付与剤、可塑剤のいずれかが主成分である
ものが好適に使用される。前記スチレン系ポリマーとしては、スチレン－エチレン－ブチ
レン－スチレンブロック共重合体、スチレン－ブチレン重合体、スチレン－ブチレン－ス
チレンブロック共重合体、スチレン－イソブチレン－スチレン共重合体などが挙げられる
が、これらのうち１種のみを使用しても、二種以上のポリマーブレンドであってもよい。
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ブロック共重合体が好ましい。
【００４１】
　また、前記粘着付与剤および可塑剤としては、常温で固体のものを好ましく用いること
ができ、粘着付与剤ではたとえばＣ５系石油樹脂、Ｃ９系石油樹脂、ジシクロペンタジエ
ン系石油樹脂、ロジン系石油樹脂、ポリテルペン樹脂、テルペンフェノール樹脂などが挙
げられ、前記可塑剤ではたとえば、リン酸トリフレシル、フタル酸ジブチル、フタル酸ジ
オクチルなどのモノマー可塑剤の他、ビニル重合体やポリエステルのようなポリマー可塑
剤が挙げられる。
【００４２】
　図１および図２に示すように、トップシート２および吸収体４は、エンボス加工により
厚み方向に圧縮して形成された、トップシート２から吸収体４の内部に至る圧搾溝７を有
する。圧搾溝７は、吸収性物品１の中心部分（着用者の体液の排出口に対向する部分）に
排出された体液が幅方向（Ｘ方向）に拡散するのを抑制する。また、これにより吸収体４
からトップシート２が剥がれることを抑制できる。圧搾溝７は、吸収性物品１の中心部分
を囲み、連続的な略環状の形状を有する。なお、吸収性物品１の中央部を囲む圧搾溝７は
、部分的に途切れていてもよい。すなわち、圧搾溝７は、非連続的な略環状の形状を有し
ていてもよい。また、ヒートエンボス加工によりトップシート２をバックシート３に接合
させることによって、吸収性物品１の長手方向両側および幅方向両側にシール部８が形成
される。これにより、トップシート２がバックシート３から剥がれないようにできる。
【００４３】
　次に、上述の血液改質剤層２７を詳細に説明する。血液改質剤層２７の血液改質剤は、
約０．００～約０．６０のＩＯＢと、約４５℃以下の融点と、２５℃の水１００ｇに対す
る、約０．００～約０．００～約０．０５ｇの水溶解度とを有する。
【００４４】
　ＩＯＢ（Ｉｎｏｒｇａｎｉｃ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｂａｌａｎｃｅ）は、親水性および親
油性のバランスを示す指標であり、本明細書では、小田らによる次式：
　ＩＯＢ＝無機性値／有機性値
により算出される値を意味する。
【００４５】
　上記無機性値と、有機性値とは、藤田穆「有機化合物の予測と有機概念図」化学の領域
Ｖｏｌ．１１，Ｎｏ．１０（１９５７）ｐ．７１９－７２５）に記載される有機概念図に
基づく。藤田氏による、主要な基の有機性値および無機性値を、下記表１にまとめる。
【００４６】
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【表１】

【００４７】
　たとえば、炭素数１４のテトラデカン酸と、炭素数１２のドデシルアルコールとのエス
テルの場合には、有機性値が５２０（ＣＨ2，２０×２６個）、無機性値が６０（－ＣＯ
ＯＲ，６０×１個）となるため、ＩＯＢ＝０．１２となる。
【００４８】
　上記血液改質剤において、ＩＯＢは、約０．００～約０．６０であり、約０．００～約
０．５０であることが好ましく、約０．００～約０．４０であることがより好ましく、そ
して約０～約０．３０であることがさらに好ましい。ＩＯＢが低いほど、有機性が高く、
血球との親和性が高くなると考えられるからである。
【００４９】
　本明細書において、「融点」は、示差走査熱量分析計において、昇温速度１０℃／分で
測定した場合の、固形状から液状に変化する際の吸熱ピークのピークトップ温度を意味す
る。上記融点は、たとえば、島津製作所社製のＤＳＣ－６０型ＤＳＣ測定装置を用いて測
定することができる。
【００５０】
　上記血液改質剤は、約４５℃以下の融点を有すれば、室温で液体であっても、または固
体であってもよい、すなわち、融点が約２５℃以上でも、または約２５℃未満でもよく、
そしてたとえば、約－５℃、約－２０℃等の融点を有することができる。上記血液改質剤
の融点が約４５℃以下である根拠は、後述する。
【００５１】
　上記血液改質剤は、その融点に下限は存在しないが、その蒸気圧が低いことが好ましい
。上記血液改質剤の蒸気圧は、２５℃（１気圧）で約０～約２００Ｐａであることが好ま
しく、約０～約１００Ｐａであることがより好ましく、約０～約１０Ｐａであることがさ
らに好ましく、約０～約１Ｐａであることがさらにいっそう好ましく、そして約０．０～
約０．１Ｐａであることがさらにいっそう好ましい。本開示の吸収性物品が、人体に接し
て用いられることを考慮すると、上記蒸気圧は、４０℃（１気圧）で約０～約７００Ｐａ
であることが好ましく、約０～約１００Ｐａであることがより好ましく、約０～約１０Ｐ
ａであることがさらに好ましく、約０～約１Ｐａであることがさらにいっそう好ましく、
そして約０．０～約０．１Ｐａであることがさらにいっそう好ましい。上記血液改質剤の
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蒸気圧が高いと、保存中に気化し、その量の減少、着用時の臭気等の問題が発生する場合
があるからである。
【００５２】
　また、血液改質剤の融点を、気候、着用時間の長さ等に応じて、使い分けることができ
る。たとえば、平均気温が約１０℃以下の地域では、約１０℃以下の融点を有する血液改
質剤を採用することにより、経血が排泄された後、周囲温度によって冷却された場合であ
っても、血液改質剤が、安定して血液を改質することができると考えられる。また、吸収
性物品が長時間にわたって使用される場合には、血液改質剤の融点は、４５℃以下の範囲
で高い方が好ましい。汗、着用時の摩擦等の影響を受けにくく、長時間着用した場合であ
っても、血液改質剤が移動しにくいからである。
【００５３】
　０．００～０．０５ｇの水溶解度は、２５℃において、１００ｇの脱イオン水に、０．
０５ｇの試料を添加し、２４時間静置し、２４時間後に、必要に応じて軽く攪拌し、次い
で、試料が溶解したか否か目視で評価することにより測定することができる。なお、本明
細書では、水溶解度に関して、「溶解」には、試料が脱イオン水に完全に溶解し、均一混
合物を形成した場合と、試料が完全にエマルション化した場合とが含まれる。なお、「完
全」とは、脱イオン水に、試料の塊が存在しないことを意味する。
【００５４】
　当技術分野では、血液の表面張力等を変化させ、血液を迅速に吸収することを目的とし
て、トップシートの表面を、界面活性剤でコーティングすることが行われている。しかし
、界面活性剤は、一般に水溶解度が高いため、界面活性剤がコーティングされたトップシ
ートは、血液中の親水性成分（血漿等）となじみがよく、むしろ血液をトップシートに残
存させるようにはたらく傾向がある。上記血液改質剤は、水溶解度が低いため、従来公知
の界面活性剤と異なり、血液をトップシートに残存させず、迅速に吸収体に移行させるこ
とができると考えられる。
【００５５】
　本明細書において、２５℃における、１００ｇの水に対する溶解度を、単に、「水溶解
度」と称する場合がある。
【００５６】
　本明細書において、「重量平均分子量」は、多分散系の化合物（たとえば、逐次重合に
より製造された化合物、複数の脂肪酸と、複数の脂肪族１価アルコールとから生成された
エステル）と、単一化合物（たとえば、１種の脂肪酸と、１種の脂肪族１価アルコールか
ら生成されたエステル）とを含む概念であり、Ｎi個の分子量Ｍiの分子（ｉ＝１、または
ｉ＝１，２・・・）からなる系において、次の式：
　Ｍw＝ΣＮiＭi

2／ΣＮiＭi

により求められるＭwを意味する。
【００５７】
　本明細書において、重量平均分子量は、ゲルパーミエーションクロマトグラフィー（Ｇ
ＰＣ）により求められる、ポリスチレン換算の値を意味する。ＧＰＣの測定条件としては
、たとえば、以下が挙げられる。
　機種：（株）日立ハイテクノロジーズ製　高速液体クロマトグラム　Ｌａｃｈｒｏｍ　
Ｅｌｉｔｅ
　カラム：昭和電工（株）製　ＳＨＯＤＥＸ　ＫＦ－８０１、ＫＦ－８０３およびＫＦ－
８０４
　溶離液：ＴＨＦ
　流量　：１．０ｍＬ／分
　打込み量：１００μＬ
　検出：ＲＩ（示差屈折計）
　なお、本明細書の実施例に記載される重量平均分子量は、上記条件により測定したもの
である。



(13) JP 2013-208418 A 2013.10.10

10

20

30

40

50

【００５８】
　上記血液改質剤は、好ましくは、次の（ｉ）～（ｉｉｉ）、
　（ｉ）炭化水素、
　（ｉｉ）　（ｉｉ－１）炭化水素部分と、（ｉｉ－２）上記炭化水素部分のＣ－Ｃ単結
合間に挿入された、カルボニル基（－ＣＯ－）およびオキシ基（－Ｏ－）から成る群から
選択される、一または複数の、同一または異なる基とを有する化合物、および
　（ｉｉｉ）　（ｉｉｉ－１）炭化水素部分と、（ｉｉｉ－２）上記炭化水素部分のＣ－
Ｃ単結合間に挿入された、カルボニル基（－ＣＯ－）およびオキシ基（－Ｏ－）から成る
群から選択される、一または複数の、同一または異なる基と、（ｉｉｉ－３）上記炭化水
素部分の水素原子を置換する、カルボキシル基（－ＣＯＯＨ）およびヒドロキシル基（－
ＯＨ）から成る群から選択される、一または複数の、同一または異なる基とを有する化合
物、
　ならびにそれらの任意の組み合わせから成る群から選択される。
【００５９】
　本明細書において、「炭化水素」は、炭素と水素とから成る化合物を意味し、鎖状炭化
水素、たとえば、パラフィン系炭化水素（二重結合および三重結合を含まない、アルカン
とも称される）、オレフィン系炭化水素（二重結合を１つ含む、アルケンとも称される）
、アセチレン系炭化水素（三重結合を１つ含む、アルキンとも称される）、および二重結
合および三重結合から成る群から選択される結合を２つ以上含む炭化水素、ならびに環状
炭化水素、たとえば、芳香族炭化水素、脂環式炭化水素が挙げられる。
【００６０】
　上記炭化水素としては、鎖状炭化水素および脂環式炭化水素であることが好ましく、鎖
状炭化水素であることがより好ましく、パラフィン系炭化水素、オレフィン系炭化水素、
および二重結合を２つ以上含む炭化水素（三重結合を含まない）であることがさらに好ま
しく、そしてパラフィン系炭化水素であることがさらに好ましい。上記鎖状炭化水素には
、直鎖状炭化水素および分岐鎖状炭化水素が含まれる。
【００６１】
　上記（ｉｉ）および（ｉｉｉ）の化合物において、オキシ基（－Ｏ－）が２つ以上挿入
されている場合には、各オキシ基（－Ｏ－）は隣接していない。したがって、上記（ｉｉ
）および（ｉｉｉ）の化合物には、オキシ基が連続する化合物（いわゆる、過酸化物）は
含まれない。
【００６２】
　また、上記（ｉｉｉ）の化合物では、炭化水素部分の少なくとも１つの水素原子が、カ
ルボキシル基（－ＣＯＯＨ）で置換された化合物よりも、炭化水素部分の少なくとも１つ
の水素原子が、ヒドロキシル基（－ＯＨ）で置換された化合物の方が好ましい。表１に示
すように、カルボキシル基は、経血中の金属等と結合し、無機性値が１５０から、４００
以上へと大幅に上昇するため、カルボキシル基を有する血液改質剤は、使用時にＩＯＢの
値が約０．６０を上回り、血球との親和性が低下する可能性があるからである。
【００６３】
　上記血液改質剤は、より好ましくは、次の（ｉ’）～（ｉｉｉ’）、
　（ｉ’）炭化水素、
　（ｉｉ’）　（ｉｉ’－１）炭化水素部分と、（ｉｉ’－２）上記炭化水素部分のＣ－
Ｃ単結合間に挿入された、カルボニル結合（－ＣＯ－）、エステル結合（－ＣＯＯ－）、
カーボネート結合（－ＯＣＯＯ－）、およびエーテル結合（－Ｏ－）から成る群から選択
される、一または複数の、同一または異なる結合とを有する化合物、および
　（ｉｉｉ’）　（ｉｉｉ’－１）炭化水素部分と、（ｉｉｉ’－２）上記炭化水素部分
のＣ－Ｃ単結合間に挿入された、カルボニル結合（－ＣＯ－）、エステル結合（－ＣＯＯ
－）、カーボネート結合（－ＯＣＯＯ－）、およびエーテル結合（－Ｏ－）から成る群か
ら選択される、一または複数の、同一または異なる結合と、（ｉｉｉ’－３）上記炭化水
素部分の水素原子を置換する、カルボキシル基（－ＣＯＯＨ）およびヒドロキシル基（－
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ＯＨ）から成る群から選択される、一または複数の、同一または異なる基とを有する化合
物、
ならびにそれらの任意の組み合わせから成る群から選択される。
【００６４】
　上記（ｉｉ’）および（ｉｉｉ’）の化合物において、２以上の同一または異なる結合
が挿入されている場合、すなわち、カルボニル結合（－ＣＯ－）、エステル結合（－ＣＯ
Ｏ－）、カーボネート結合（－ＯＣＯＯ－）およびエーテル結合（－Ｏ－）から選択され
る２以上の同一または異なる結合が挿入されている場合には、各結合は隣接しておらず、
各結合の間には、少なくとも、炭素原子が１つ介在する。
【００６５】
　上記血液改質剤は、さらに好ましくは、炭化水素部分中に、炭素原子１０個当たり、カ
ルボニル結合（－ＣＯ－）を約１．８個以下、エステル結合（－ＣＯＯ－）を２個以下、
カーボネート結合（－ＯＣＯＯ－）を約１．５個以下、エーテル結合（－Ｏ－）を約６個
以下、カルボキシル基（－ＣＯＯＨ）を約０．８個以下、そして／またはヒドロキシル基
（－ＯＨ）を約１．２個以下有する化合物であることができる。
【００６６】
　上記血液改質剤は、さらに好ましくは、次の（Ａ）～（Ｆ）、
　（Ａ）　（Ａ１）鎖状炭化水素部分と、上記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する２
～４個のヒドロキシル基とを有する化合物と、（Ａ２）鎖状炭化水素部分と、上記鎖状炭
化水素部分の水素原子を置換する１個のカルボキシル基とを有する化合物とのエステル、
　（Ｂ）　（Ｂ１）鎖状炭化水素部分と、上記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する２
～４個のヒドロキシル基とを有する化合物と、（Ｂ２）鎖状炭化水素部分と、上記鎖状炭
化水素部分の水素原子を置換する１個のヒドロキシル基とを有する化合物とのエーテル、
　（Ｃ）　（Ｃ１）鎖状炭化水素部分と、上記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する、
２～４個のカルボキシル基とを含むカルボン酸、ヒドロキシ酸、アルコキシ酸またはオキ
ソ酸と、（Ｃ２）鎖状炭化水素部分と、上記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する１個
のヒドロキシル基とを有する化合物とのエステル、
　（Ｄ）鎖状炭化水素部分と、上記鎖状炭化水素部分のＣ－Ｃ単結合間に挿入された、エ
ーテル結合（－Ｏ－）、カルボニル結合（－ＣＯ－）、エステル結合（－ＣＯＯ－）、お
よびカーボネート結合（－ＯＣＯＯ－）から成る群から選択されるいずれか１つの結合と
を有する化合物、
　（Ｅ）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコール、またはそのアルキルエステルもしく
はアルキルエーテル、および
　（Ｆ）鎖状炭化水素、
　ならびにそれらの任意の組み合わせから成る群から選択される。以下、（Ａ）～（Ｆ）
に従う血液改質剤について詳細に説明する。
【００６７】
［（Ａ）　（Ａ１）鎖状炭化水素部分と、上記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する２
～４個のヒドロキシル基とを有する化合物と、（Ａ２）鎖状炭化水素部分と、上記鎖状炭
化水素部分の水素原子を置換する１個のカルボキシル基とを有する化合物とのエステル］
　（Ａ）　（Ａ１）鎖状炭化水素部分と、上記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する２
～４個のヒドロキシル基とを有する化合物と、（Ａ２）鎖状炭化水素部分と、上記鎖状炭
化水素部分の水素原子を置換する１個のカルボキシル基とを有する化合物とのエステル（
以下、「化合物（Ａ）」と称する場合がある）は、上述のＩＯＢ、融点および水溶解度を
有する限り、全てのヒドロキシル基がエステル化されていなくともよい。
【００６８】
　（Ａ１）鎖状炭化水素部分と、上記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する２～４個の
ヒドロキシル基とを有する化合物（以下、「化合物（Ａ１）」と称する場合がある）とし
ては、たとえば、鎖状炭化水素テトラオール、たとえば、アルカンテトラオール、たとえ
ば、ペンタエリトリトール、鎖状炭化水素トリオール、たとえば、アルカントリオール、
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たとえば、グリセリン、および鎖状炭化水素ジオール、たとえば、アルカンジオール、た
とえば、グリコールが挙げられる。
　（Ａ２）鎖状炭化水素部分と、上記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する１個のカル
ボキシル基とを有する化合物（以下、「化合物（Ａ２）」と称する場合がある）としては
、たとえば、炭化水素上の１つの水素原子が、１つのカルボキシル基（－ＣＯＯＨ）で置
換された化合物、たとえば、脂肪酸が挙げられる。
　化合物（Ａ）としては、たとえば、（ａ1）鎖状炭化水素テトラオールと少なくとも１
の脂肪酸とのエステル、（ａ2）鎖状炭化水素トリオールと少なくとも１の脂肪酸とのエ
ステル、および（ａ3）鎖状炭化水素ジオールと少なくとも１の脂肪酸とのエステルが挙
げられる。
【００６９】
［（ａ1）鎖状炭化水素テトラオールと少なくとも１の脂肪酸とのエステル］
　上記鎖状炭化水素テトラオールと少なくとも１の脂肪酸とのエステルとしては、たとえ
ば、次の式（１）：

【化１】

のペンタエリトリトールと脂肪酸とのテトラエステル、次の式（２）：
【化２】

のペンタエリトリトールと脂肪酸とのトリエステル、次の式（３）：
【化３】

のペンタエリトリトールと脂肪酸とのジエステル、次の式（４）：
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【化４】

のペンタエリトリトールと脂肪酸とのモノエステルが挙げられる。
（式中、Ｒ1～Ｒ4は、それぞれ、鎖状炭化水素である）
【００７０】
　上記ペンタエリトリトールと脂肪酸とのエステルを構成する脂肪酸（Ｒ1ＣＯＯＨ、Ｒ2

ＣＯＯＨ，Ｒ3ＣＯＯＨ，およびＲ4ＣＯＯＨ）としては、ペンタエリトリトールと脂肪酸
とのエステルが、上記ＩＯＢ、融点および水溶解度の要件を満たすものであれば、特に制
限されないが、たとえば、飽和脂肪酸、たとえば、Ｃ2～Ｃ30の飽和脂肪酸、たとえば、
酢酸（Ｃ2）（Ｃ2は、炭素数を示し、Ｒ1Ｃ、Ｒ2Ｃ，Ｒ3ＣまたはＲ4Ｃの炭素数に相当す
る、以下同じ）、プロパン酸（Ｃ3）、ブタン酸（Ｃ4）およびその異性体、たとえば、２
－メチルプロパン酸（Ｃ4）、ペンタン酸（Ｃ5）およびその異性体、たとえば、２－メチ
ルブタン酸（Ｃ5）、２，２－ジメチルプロパン酸（Ｃ5）、ヘキサン酸（Ｃ6）、ヘプタ
ン酸（Ｃ7）、オクタン酸（Ｃ8）およびその異性体、たとえば、２－エチルヘキサン酸（
Ｃ8）、ノナン酸（Ｃ9）、デカン酸（Ｃ10）、ドデカン酸（Ｃ12）、テトラデカン酸（Ｃ

14）、ヘキサデカン酸（Ｃ16）、ヘプタデカン酸（Ｃ17）、オクタデカン酸（Ｃ18）、エ
イコサン酸（Ｃ20）、ドコサン酸（Ｃ22）、テトラコサン酸（Ｃ24）、ヘキサコサン酸（
Ｃ26）、オクタコサン酸（Ｃ28）、トリアコンタン酸（Ｃ30）等、ならびにこれらの異性
体（上述のものを除く）が挙げられる。
【００７１】
　上記脂肪酸はまた、不飽和脂肪酸であることができる。上記不飽和脂肪酸としては、た
とえば、Ｃ3～Ｃ20の不飽和脂肪酸、たとえば、モノ不飽和脂肪酸、たとえば、クロトン
酸（Ｃ4）、ミリストレイン酸（Ｃ14）、パルミトレイン酸（Ｃ16）、オレイン酸（Ｃ18

）、エライジン酸（Ｃ18）、バクセン酸（Ｃ18）、ガドレイン酸（Ｃ20）、エイコセン酸
（Ｃ20）等、ジ不飽和脂肪酸、たとえば、リノール酸（Ｃ18）、エイコサジエン酸（Ｃ20

）等、トリ不飽和脂肪酸、たとえば、リノレン酸、たとえば、α-リノレン酸（Ｃ18）お
よびγ-リノレン酸（Ｃ18）、ピノレン酸（Ｃ18）、エレオステアリン酸、たとえば、α-
エレオステアリン酸（Ｃ18）およびβ-エレオステアリン酸（Ｃ18）、ミード酸（Ｃ20）
、ジホモ-γ-リノレン酸（Ｃ20）、エイコサトリエン酸（Ｃ20）等、テトラ不飽和脂肪酸
、たとえば、ステアリドン酸（Ｃ20）、アラキドン酸（Ｃ20）、エイコサテトラエン酸（
Ｃ20）等、ペンタ不飽和脂肪酸、たとえば、ボセオペンタエン酸（Ｃ18）、エイコサペン
タエン酸（Ｃ20）等、ならびにこれらの部分水素付加物が挙げられる。
【００７２】
　上記ペンタエリトリトールと脂肪酸とのエステルとしては、酸化等により変性する可能
性を考慮すると、飽和脂肪酸に由来する、ペンタエリトリトールと脂肪酸とのエステル、
すなわち、ペンタエリトリトールと飽和脂肪酸とのエステルであることが好ましい。また
、上記ペンタエリトリトールと脂肪酸とのエステルとしては、ＩＯＢを小さくし、より疎
水性とするために、ジエステル、トリエステルまたはテトラエステルであることが好まし
く、トリエステルまたはテトラエステルであることがより好ましく、そしてテトラエステ
ルであることがさらに好ましい。
【００７３】
　上記ペンタエリトリトールと脂肪酸とのテトラエステルでは、ペンタエリトリトールと
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おいて、Ｒ1Ｃ、Ｒ2Ｃ、Ｒ3ＣおよびＲ4Ｃ部分の炭素数の合計が１５の場合にＩＯＢが０
．６０となる。したがって、上記ペンタエリトリトールと脂肪酸とのテトラエステルでは
、上記炭素数の合計が約１５以上である場合に、ＩＯＢが約０．００～約０．６０の要件
を満たす。上記ペンタエリトリトールと脂肪酸とのテトラエステルでは、たとえば、ペン
タエリトリトールと、ヘキサン酸（Ｃ6）、ヘプタン酸（Ｃ7）、オクタン酸（Ｃ8）、た
とえば、２－エチルヘキサン酸（Ｃ8）、ノナン酸（Ｃ9）、デカン酸（Ｃ10）および／ま
たはドデカン酸（Ｃ12）とのテトラエステルが挙げられる。
【００７４】
　上記ペンタエリトリトールと脂肪酸とのトリエステルでは、ペンタエリトリトールと脂
肪酸とのトリエステルを構成する脂肪酸の炭素数の合計、すなわち、上記式（２）におい
て、Ｒ1Ｃ、Ｒ2ＣおよびＲ3Ｃ部分の炭素数の合計が１９の場合にＩＯＢが０．５８とな
る。したがって、上記ペンタエリトリトールと脂肪酸とのトリエステルでは、脂肪酸の炭
素数の合計が約１９以上である場合に、ＩＯＢが約０．００～約０．６０の要件を満たす
。
【００７５】
　上記ペンタエリトリトールと脂肪酸とのジエステルでは、ペンタエリトリトールと脂肪
酸とのジエステルを構成する脂肪酸の炭素数の合計、すなわち、上記式（３）において、
Ｒ1ＣおよびＲ2Ｃ部分の炭素数の合計が２２の場合にＩＯＢが０．５９となる。したがっ
て、上記ペンタエリトリトールと脂肪酸とのジエステルでは、脂肪酸の炭素数の合計が約
２２以上である場合に、ＩＯＢが約０．００～約０．６０の要件を満たす。
【００７６】
　上記ペンタエリトリトールと脂肪酸とのモノエステルでは、ペンタエリトリトールと脂
肪酸とのモノエステルを構成する脂肪酸の炭素数、すなわち、上記式（４）において、Ｒ
1Ｃ部分の炭素数が２５の場合にＩＯＢが０．６０となる。したがって、上記ペンタエリ
トリトールと脂肪酸とのモノエステルでは、脂肪酸の炭素数が約２５以上である場合に、
ＩＯＢが約０．００～約０．６０の要件を満たす。なお、上記計算に当たっては、二重結
合、三重結合、ｉｓｏ分岐、およびｔｅｒｔ分岐の影響は、考慮していない。
【００７７】
　上記ペンタエリトリトールと脂肪酸とのエステルの市販品としては、ユニスター　Ｈ－
４０８ＢＲＳ、Ｈ－２４０８ＢＲＳ－２２（混合品）等（以上、日油株式会社製）が挙げ
られる。
【００７８】
［（ａ2）鎖状炭化水素トリオールと少なくとも１の脂肪酸とのエステル］
　上記鎖状炭化水素トリオールと少なくとも１の脂肪酸とのエステルとしては、たとえば
、次の式（５）：
【化５】

のグリセリンと脂肪酸とのトリエステル、次の式（６）：
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【化６】

のグリセリンと脂肪酸とのジエステル、および次の式（７）：
【化７】

（式中、Ｒ5～Ｒ7は、それぞれ、鎖状炭化水素である）
のグリセリンと脂肪酸とのモノエステルが挙げられる。
【００７９】
　上記グリセリンと脂肪酸とのエステルを構成する脂肪酸（Ｒ5ＣＯＯＨ、Ｒ6ＣＯＯＨお
よびＲ7ＣＯＯＨ）としては、グリセリンと脂肪酸とのエステルが、上記ＩＯＢ、融点お
よび水溶解度の要件を満たすものであれば、特に制限されず、たとえば、「（ａ1）鎖状
炭化水素テトラオールと少なくとも１の脂肪酸とのエステル」において列挙される脂肪酸
、すなわち、飽和脂肪酸および不飽和脂肪酸が挙げられ、酸化等により変性する可能性を
考慮すると、飽和脂肪酸に由来する、グリセリンと脂肪酸とのエステル、すなわち、グリ
セリンと飽和脂肪酸とのエステルであることが好ましい。
【００８０】
　また、上記グリセリンと脂肪酸とのエステルとしては、ＩＯＢを小さくし、より疎水性
とするために、ジエステルまたはトリエステルであることが好ましく、そしてトリエステ
ルであることがより好ましい。
【００８１】
　上記グリセリンと脂肪酸とのトリエステルは、トリグリセリドとも称され、たとえば、
グリセリンとオクタン酸（Ｃ8）とのトリエステル、グリセリンとデカン酸（Ｃ10）との
トリエステル、グリセリンとドデカン酸（Ｃ12）とのトリエステル、およびグリセリンと
、２種または３種の脂肪酸とのトリエステル、ならびにこれらの混合物が挙げられる。
【００８２】
　上記グリセリンと、２種以上の脂肪酸とのトリエステルとしては、たとえば、グリセリ
ンと、オクタン酸（Ｃ8）およびデカン酸（Ｃ10）とのトリエステル、グリセリンと、オ
クタン酸（Ｃ8）、デカン酸（Ｃ10）およびドデカン酸（Ｃ12）とのトリエステル、グリ
セリンと、オクタン酸（Ｃ8）、デカン酸（Ｃ10）、ドデカン酸（Ｃ12）、テトラデカン
酸（Ｃ14）、ヘキサデカン酸（Ｃ16）およびオクタデカン酸（Ｃ18）とのトリエステル等
が挙げられる。
【００８３】
　上記グリセリンと脂肪酸とのトリエステルとしては、融点を約４５℃以下とするために
、グリセリンと脂肪酸とのトリエステルを構成する脂肪酸の炭素数の合計、すなわち、式
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（５）において、Ｒ5Ｃ、Ｒ6ＣおよびＲ7Ｃ部分の炭素数の合計が、約４０以下であるこ
とが好ましい。
【００８４】
　また、上記グリセリンと脂肪酸とのトリエステルでは、グリセリンと脂肪酸とのトリエ
ステルを構成する脂肪酸の炭素数の合計、すなわち、式（５）において、Ｒ5Ｃ、Ｒ6Ｃお
よびＲ7Ｃ部分の炭素数の合計が１２の場合にＩＯＢが０．６０となる。したがって、上
記グリセリンと脂肪酸とのトリエステルでは、脂肪酸の炭素数の合計が約１２以上である
場合に、ＩＯＢが約０．００～約０．６０の要件を満たす。上記グリセリンと脂肪酸との
トリエステルは、いわゆる、脂肪であり、人体を構成しうる成分であるため、安全性の観
点から好ましい。
【００８５】
　上記グリセリンと脂肪酸とのトリエステルの市販品としては、トリヤシ油脂肪酸グリセ
リド、ＮＡ３６、パナセート８００、パナセート８００Ｂおよびパナセート８１０Ｓ、な
らびにトリＣ２Ｌ油脂肪酸グリセリドおよびトリＣＬ油脂肪酸グリセリド（以上、日油株
式会社製）等が挙げられる。
【００８６】
　上記グリセリンと脂肪酸とのジエステルは、ジグリセリドとも称され、たとえば、グリ
セリンとデカン酸（Ｃ10）とのジエステル、グリセリンとドデカン酸（Ｃ12）とのジエス
テル、グリセリンとヘキサデカン酸（Ｃ16）とのジエステル、およびグリセリンと、２種
の脂肪酸とのジエステル、ならびにこれらの混合物が挙げられる。
【００８７】
　上記グリセリンと脂肪酸とのジエステルでは、グリセリンと脂肪酸とのジエステルを構
成する脂肪酸の炭素数の合計、すなわち、式（６）において、Ｒ5ＣおよびＲ6Ｃ部分の炭
素数の合計が１６の場合にＩＯＢが０．５８となる。したがって、上記グリセリンと脂肪
酸とのジエステルでは、脂肪酸の炭素数の合計が約１６以上である場合に、ＩＯＢが約０
．００～約０．６０の要件を満たす。
【００８８】
　上記グリセリンと脂肪酸とのモノエステルは、モノグリセリドとも称され、たとえば、
グリセリンのイコサン酸（Ｃ20）モノエステル、グリセリンのドコサン酸（Ｃ22）モノエ
ステル等が挙げられる。上記グリセリンと脂肪酸とのモノエステルでは、グリセリンと脂
肪酸とのモノエステルを構成する脂肪酸の炭素数、すなわち、式（７）において、Ｒ5Ｃ
部分の炭素数が１９の場合にＩＯＢが０．５９となる。したがって、上記グリセリンと脂
肪酸とのモノエステルでは、脂肪酸の炭素数が約１９以上である場合に、ＩＯＢが約０．
００～約０．６０の要件を満たす。
【００８９】
［（ａ3）鎖状炭化水素ジオールと少なくとも１の脂肪酸とのエステル］
　上記鎖状炭化水素ジオールと少なくとも１の脂肪酸とのエステルとしては、たとえば、
Ｃ2～Ｃ6の鎖状炭化水素ジオール、たとえば、Ｃ2～Ｃ6のグリコール、たとえば、エチレ
ングリコール、プロピレングリコール、ブチレングリコール、ペンチレングリコールまた
はヘキシレングリコールと、脂肪酸とのモノエステルまたはジエステルが挙げられる。
【００９０】
　具体的には、上記鎖状炭化水素ジオールと少なくとも１の脂肪酸とのエステルとしては
、たとえば、次の式（８）：
　Ｒ8ＣＯＯＣkＨ2kＯＣＯＲ9　（８）
（式中、ｋは、２～６の整数であり、そしてＲ8およびＲ9は、それぞれ、鎖状炭化水素で
ある）
のＣ2～Ｃ6グリコールと脂肪酸とのジエステル、および次の式（９）：
　Ｒ8ＣＯＯＣkＨ2kＯＨ　（９）
（式中、ｋは、２～６の整数であり、そしてＲ8は、鎖状炭化水素である）
のＣ2～Ｃ6グリコールと脂肪酸とのモノエステルが挙げられる。
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【００９１】
　上記Ｃ2～Ｃ6グリコールと脂肪酸とのエステルにおいて、エステル化すべき脂肪酸（式
（８）および式（９）において、Ｒ8ＣＯＯＨおよびＲ9ＣＯＯＨに相当する）としては、
Ｃ2～Ｃ6グリコールと脂肪酸とのエステルが、上記ＩＯＢ、融点および水溶解度の要件を
満たすものであれば、特に制限されず、たとえば、「（ａ1）鎖状炭化水素テトラオール
と少なくとも１の脂肪酸とのエステル」において列挙されている脂肪酸、すなわち、飽和
脂肪酸および不飽和脂肪酸が挙げられ、酸化等により変性する可能性を考慮すると、飽和
脂肪酸が好ましい。
【００９２】
　式（８）に示されるブチレングリコール（ｋ＝４）と脂肪酸とのジエステルでは、Ｒ8

ＣおよびＲ9Ｃ部分の炭素数の合計が６の場合に、ＩＯＢが、０．６０となる。したがっ
て、式（８）に示されるブチレングリコール（ｋ＝４）と脂肪酸とのジエステルでは、上
記炭素数の合計が約６以上の場合に、ＩＯＢが約０．００～約０．６０の要件を満たす。
また、式（９）に示されるエチレングリコール（ｋ＝２）と脂肪酸とのモノエステルでは
、Ｒ8Ｃ部分の炭素数が１２の場合に、ＩＯＢが０．５７となる。したがって、式（９）
に示されるエチレングリコール（ｋ＝２）と脂肪酸とのモノエステルでは、脂肪酸の炭素
数が約１２以上である場合に、ＩＯＢが約０．００～約０．６０の要件を満たす。
【００９３】
　上記Ｃ2～Ｃ6グリコールと脂肪酸とのエステルとしては、酸化等により変性する可能性
を考慮すると、飽和脂肪酸に由来する、Ｃ2～Ｃ6グリコールと脂肪酸とのエステル、すわ
なち、Ｃ2～Ｃ6グリコールと飽和脂肪酸とのエステルであることが好ましい。
【００９４】
　また、上記Ｃ2～Ｃ6グリコールと脂肪酸とのエステルとしては、ＩＯＢを小さくし、よ
り疎水性とするために、炭素数の大きいグリコールに由来する、グリコールと脂肪酸との
エステル、たとえば、ブチレングリコール、ペンチレングリコールまたはヘキシレングリ
コールに由来するグリコールと脂肪酸とのエステルであることが好ましい。
【００９５】
　さらに、上記Ｃ2～Ｃ6グリコールと脂肪酸とのエステルとしては、ＩＯＢを小さくし、
より疎水性とするために、ジエステルであることが好ましい。上記Ｃ2～Ｃ6グリコールと
脂肪酸とのエステルの市販品としては、たとえば、コムポールＢＬ、コムポールＢＳ（以
上、日油株式会社製）等が挙げられる。
【００９６】
［（Ｂ）　（Ｂ１）鎖状炭化水素部分と、上記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する２
～４個のヒドロキシル基とを有する化合物と、（Ｂ２）鎖状炭化水素部分と、上記鎖状炭
化水素部分の水素原子を置換する１個のヒドロキシル基とを有する化合物とのエーテル］
　（Ｂ）　（Ｂ１）鎖状炭化水素部分と、上記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する２
～４個のヒドロキシル基とを有する化合物と、（Ｂ２）鎖状炭化水素部分と、上記鎖状炭
化水素部分の水素原子を置換する１個のヒドロキシル基とを有する化合物とのエーテル（
以下、「化合物（Ｂ）」と称する場合がある）は、上述のＩＯＢ、融点および水溶解度を
有する限り、全てのヒドロキシル基がエーテル化されていなくともよい。
【００９７】
　（Ｂ１）鎖状炭化水素部分と、上記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する２～４個の
ヒドロキシル基とを有する化合物としては、「化合物（Ａ）」において化合物（Ａ１）と
して列挙されるもの、たとえば、ペンタエリトリトール、グリセリン、およびグリコール
が挙げられる。
　（Ｂ２）鎖状炭化水素部分と、上記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する１個のヒド
ロキシル基とを有する化合物（以下、「化合物（Ｂ２）」と称する場合がある）としては
、たとえば、炭化水素の１個の水素原子が、１個のヒドロキシル基（－ＯＨ）で置換され
た化合物、たとえば、脂肪族１価アルコール、たとえば、飽和脂肪族１価アルコールおよ
び不飽和脂肪族１価アルコールが挙げられる。



(21) JP 2013-208418 A 2013.10.10

10

20

30

40

50

【００９８】
　上記飽和脂肪族１価アルコールとしては、たとえば、Ｃ1～Ｃ20の飽和脂肪族１価アル
コール、たとえば、メチルアルコール（Ｃ1）（Ｃ1は、炭素数を示す、以下同じ）、エチ
ルアルコール（Ｃ2）、プロピルアルコール（Ｃ3）およびその異性体、たとえば、イソプ
ロピルアルコール（Ｃ3）、ブチルアルコール（Ｃ4）およびその異性体、たとえば、ｓｅ
ｃ－ブチルアルコール（Ｃ4）およびｔｅｒｔ－ブチルアルコール（Ｃ4）、ペンチルアル
コール（Ｃ5）、ヘキシルアルコール（Ｃ6）、ヘプチルアルコール（Ｃ7）、オクチルア
ルコール（Ｃ8）およびその異性体、たとえば、２－エチルヘキシルアルコール（Ｃ8）、
ノニルアルコール（Ｃ9）、デシルアルコール（Ｃ10）、ドデシルアルコール（Ｃ12）、
テトラデシルアルコール（Ｃ14）、ヘキサデシルアルコール（Ｃ16）、へプラデシルアル
コール（Ｃ17）、オクタデシルアルコール（Ｃ18）、およびエイコシルアルコール（Ｃ20

）、ならびにこれらの列挙されていない異性体が挙げられる。
【００９９】
　上記不飽和脂肪族１価アルコールとしては、上記飽和脂肪族１価アルコールのＣ－Ｃ単
結合の１つを、Ｃ＝Ｃ二重結合で置換したもの、たとえば、オレイルアルコールが挙げら
れ、たとえば、新日本理化株式会社から、リカコールシリーズおよびアンジェコオールシ
リーズの名称で市販されている。
【０１００】
　化合物（Ｂ）としては、たとえば、（ｂ1）鎖状炭化水素テトラオールと少なくとも１
の脂肪族１価アルコールとのエーテル、たとえば、モノエーテル、ジエーテル、トリエー
テルおよびテトラエーテル、好ましくはジエーテル、トリエーテルおよびテトラエーテル
、より好ましくはトリエーテルおよびテトラエーテル、そしてさらに好ましくはテトラエ
ーテル、（ｂ2）鎖状炭化水素トリオールと少なくとも１の脂肪族１価アルコールとのエ
ーテル、たとえば、モノエーテル、ジエーテルおよびトリエーテル、好ましくはジエーテ
ルおよびトリエーテル、そしてより好ましくはトリエーテル、ならびに（ｂ3）鎖状炭化
水素ジオールと少なくとも１の脂肪族１価アルコールとのエーテル、たとえば、モノエー
テルおよびジエーテル、そして好ましくはジエーテルが挙げられる。
【０１０１】
　上記鎖状炭化水素テトラオールと少なくとも１の脂肪族１価アルコールとのエーテルと
しては、たとえば、次の式（１０）～（１３）：
【化８】

（式中、Ｒ10～Ｒ13は、それぞれ、鎖状炭化水素である。）
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の、ペンタエリトリトールと脂肪族１価アルコールとのテトラエーテル、トリエーテル、
ジエーテルおよびモノエーテルが挙げられる。
【０１０２】
　上記鎖状炭化水素トリオールと少なくとも１の脂肪族１価アルコールとのエーテルとし
ては、たとえば、次の式（１４）～（１６）：
【化９】

（式中、Ｒ14～Ｒ16は、それぞれ、鎖状炭化水素である。）
の、グリセリンと脂肪族１価アルコールとのトリエーテル、ジエーテルおよびモノエーテ
ルが挙げられる。
【０１０３】
　上記鎖状炭化水素ジオールと少なくとも１の脂肪族１価アルコールとのエーテルとして
は、次の式（１７）：
　Ｒ17ＯＣnＨ2nＯＲ18　（１７）
　（式中、ｎは、２～６の整数であり、そしてＲ17およびＲ18は、それぞれ、鎖状炭化水
素である）
のＣ2～Ｃ6グリコールと脂肪族１価アルコールとのジエーテル、および次の式（１８）：
　Ｒ17ＯＣnＨ2nＯＨ　（１８）
（式中、ｎは、２～６の整数であり、そしてＲ17は、鎖状炭化水素である）
のＣ2～Ｃ6グリコールと脂肪族１価アルコールとのモノエーテルが挙げられる。
【０１０４】
　上記ペンタエリトリトールと脂肪族１価アルコールとのテトラエーテルでは、ペンタエ
リトリトールと脂肪族１価アルコールとのテトラエーテルを構成する脂肪族１価アルコー
ルの炭素数の合計、すなわち、上記式（１０）において、Ｒ10、Ｒ11、Ｒ12およびＲ13部
分の炭素数の合計が４の場合にＩＯＢが０．４４となる。したがって、上記ペンタエリト
リトールと脂肪族１価アルコールとのテトラエーテルでは、脂肪族１価アルコールの炭素
数の合計が約４以上である場合に、ＩＯＢが約０．００～約０．６０の要件を満たす。
【０１０５】
　上記ペンタエリトリトールと脂肪族１価アルコールとのトリエーテルでは、ペンタエリ
トリトールと脂肪族１価アルコールとのトリエーテルを構成する脂肪族１価アルコールの
炭素数の合計、すなわち、上記式（１１）において、Ｒ10、Ｒ11およびＲ12部分の炭素数
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の合計が９の場合にＩＯＢが０．５７となる。したがって、上記ペンタエリトリトールと
脂肪族１価アルコールとのトリエーテルでは、脂肪族１価アルコールの炭素数の合計が約
９以上である場合に、ＩＯＢが約０．００～約０．６０の要件を満たす。
【０１０６】
　上記ペンタエリトリトールと脂肪族１価アルコールとのジエーテルでは、ペンタエリト
リトールと脂肪族１価アルコールとのジエーテルを構成する脂肪族１価アルコールの炭素
数の合計、すなわち、上記式（１２）において、Ｒ10およびＲ11部分の炭素数の合計が１
５の場合にＩＯＢが０．６０となる。したがって、上記ペンタエリトリトールと脂肪族１
価アルコールとのジエーテルでは、脂肪族１価アルコールの炭素数の合計が約１５以上で
ある場合に、ＩＯＢが約０．００～約０．６０の要件を満たす。
【０１０７】
　上記ペンタエリトリトールと脂肪族１価アルコールとのモノエーテルでは、ペンタエリ
トリトールと脂肪族１価アルコールとのモノエーテルを構成する脂肪族１価アルコールの
炭素数、すなわち、上記式（１３）において、Ｒ10部分の炭素数が２２の場合にＩＯＢが
０．５９となる。したがって、上記ペンタエリトリトールと脂肪族１価アルコールとのモ
ノエーテルでは、脂肪族１価アルコールの炭素数が約２２以上である場合に、ＩＯＢが約
０．００～約０．６０の要件を満たす。
【０１０８】
　また、上記グリセリンと脂肪族１価アルコールとのトリエーテルでは、グリセリンと脂
肪族１価アルコールとのトリエーテルを構成する脂肪族１価アルコールの炭素数の合計、
すなわち、式（１４）において、Ｒ14、Ｒ15およびＲ16部分の炭素数の合計が３の場合に
ＩＯＢが０．５０となる。したがって、上記グリセリンと脂肪族１価アルコールとのトリ
エーテルでは、脂肪族１価アルコールの炭素数の合計が約３以上である場合に、ＩＯＢが
約０．００～約０．６０の要件を満たす。
【０１０９】
　上記グリセリンと脂肪族１価アルコールとのジエーテルでは、グリセリンと脂肪族１価
アルコールとのジエーテルを構成する脂肪族１価アルコールの炭素数の合計、すなわち、
式（１５）において、Ｒ14およびＲ15部分の炭素数の合計が９の場合にＩＯＢが０．５８
となる。したがって、上記グリセリンと脂肪族１価アルコールとのジエーテルでは、脂肪
族１価アルコールの炭素数の合計が約９以上である場合に、ＩＯＢが約０．００～約０．
６０の要件を満たす。
【０１１０】
　上記グリセリンと脂肪族１価アルコールとのモノエーテルでは、グリセリンと脂肪族１
価アルコールとのモノエーテルを構成する脂肪族１価アルコールの炭素数、すなわち、式
（１６）において、Ｒ14部分の炭素数が１６の場合にＩＯＢが０．５８となる。したがっ
て、上記グリセリンと脂肪族１価アルコールとのモノエーテルでは、脂肪族１価アルコー
ルの炭素数が約１６以上である場合に、ＩＯＢが約０．００～約０．６０の要件を満たす
。
【０１１１】
　式（１７）に示されるブチレングリコール（ｎ＝４）と脂肪族１価アルコールとのジエ
ーテルでは、Ｒ17およびＲ18部分の炭素数の合計が２の場合に、ＩＯＢが、０．３３とな
る。したがって、式（１７）に示されるブチレングリコール（ｎ＝４）と脂肪族１価アル
コールとのジエーテルでは、脂肪族１価アルコールの炭素数の合計が２以上の場合に、Ｉ
ＯＢが約０．００～約０．６０の要件を満たす。また、式（１８）に示されるエチレング
リコール（ｎ＝２）と脂肪族１価アルコールとのモノエーテルでは、Ｒ17部分の炭素数が
８の場合に、ＩＯＢが０．６０となる。したがって、式（１８）に示されるエチレングリ
コール（ｎ＝２）と脂肪族１価アルコールとのモノエーテルでは、脂肪族１価アルコール
の炭素数が約８以上である場合に、ＩＯＢが約０．００～約０．６０の要件を満たす。
【０１１２】
　化合物（Ｂ）としては、化合物（Ｂ１）と、化合物（Ｂ２）とを、酸触媒の存在下で、
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脱水縮合することにより生成することができる。
【０１１３】
［（Ｃ）　（Ｃ１）鎖状炭化水素部分と、上記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する、
２～４個のカルボキシル基とを含むカルボン酸、ヒドロキシ酸、アルコキシ酸またはオキ
ソ酸と、（Ｃ２）鎖状炭化水素部分と、上記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する１個
のヒドロキシル基とを有する化合物とのエステル］
　（Ｃ）　（Ｃ１）鎖状炭化水素部分と、上記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する、
２～４個のカルボキシル基とを含むカルボン酸、ヒドロキシ酸、アルコキシ酸またはオキ
ソ酸と、（Ｃ２）鎖状炭化水素部分と、上記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する１個
のヒドロキシル基とを有する化合物とのエステル（以下、「化合物（Ｃ）」と称する場合
がある）は、上述のＩＯＢ、融点および水溶解度を有する限り、全てのカルボキシル基が
エステル化されていなくともよい。
【０１１４】
　（Ｃ１）鎖状炭化水素部分と、上記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する、２～４個
のカルボキシル基とを含むカルボン酸、ヒドロキシ酸、アルコキシ酸またはオキソ酸（以
下、「化合物（Ｃ１）」と称する場合がある)としては、たとえば、２～４個のカルボキ
シル基を有する鎖状炭化水素カルボン酸、たとえば、鎖状炭化水素ジカルボン酸、たとえ
ば、アルカンジカルボン酸、たとえば、エタン二酸、プロパン二酸、ブタン二酸、ペンタ
ン二酸、ヘキサン二酸、ヘプタン二酸、オクタン二酸、ノナン二酸およびデカン二酸、鎖
状炭化水素トリカルボン酸、たとえば、アルカントリカルボン酸、たとえば、プロパン三
酸、ブタン三酸、ペンタン三酸、ヘキサン三酸、ヘプタン三酸、オクタン三酸、ノナン三
酸およびデカン三酸、ならびに鎖状炭化水素テトラカルボン酸、たとえば、アルカンテト
ラカルボン酸、たとえば、ブタン四酸、ペンタン四酸、ヘキサン四酸、ヘプタン四酸、オ
クタン四酸、ノナン四酸およびデカン四酸が挙げられる。
【０１１５】
　また、化合物（Ｃ１）には、２～４個のカルボキシル基を有する鎖状炭化水素ヒドロキ
シ酸、たとえば、リンゴ酸、酒石酸、クエン酸、イソクエン酸等、２～４個のカルボキシ
ル基を有する鎖状炭化水素アルコキシ酸、たとえば、Ｏ－アセチルクエン酸、および２～
４個のカルボキシル基を有する鎖状炭化水素オキソ酸が含まれる。（Ｃ２）鎖状炭化水素
部分と、上記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する１個のヒドロキシル基とを有する化
合物としては、「化合物（Ｂ）」の項で列挙されるもの、たとえば、脂肪族１価アルコー
ルが挙げられる。
【０１１６】
　化合物（Ｃ）としては、（ｃ1）４個のカルボキシル基を有する鎖状炭化水素テトラカ
ルボン酸、ヒドロキシ酸、アルコキシ酸またはオキソ酸と、少なくとも１の脂肪族１価ア
ルコールとのエステル、たとえば、モノエステル、ジエステル、トリエステルおよびテト
ラエステル、好ましくはジエステル、トリエステルおよびテトラエステル、より好ましく
はトリエステルおよびテトラエステル、そしてさらに好ましくはテトラエステル、（ｃ2

）３個のカルボキシル基を有する鎖状炭化水素トリカルボン酸、ヒドロキシ酸、アルコキ
シ酸またはオキソ酸と、少なくとも１の脂肪族１価アルコールとのエステル、たとえば、
モノエステル、ジエステルおよびトリエステル、好ましくはジエステルおよびトリエステ
ル、そしてより好ましくはトリエステル、ならびに（ｃ3）２個のカルボキシル基を有す
る鎖状炭化水素ジカルボン酸、ヒドロキシ酸、アルコキシ酸またはオキソ酸と、少なくと
も１の脂肪族１価アルコールとのエステル、たとえば、モノエステルおよびジエステル、
好ましくはジエステルが挙げられる。化合物（Ｃ）の例としては、アジピン酸ジオクチル
、Ｏ－アセチルクエン酸トリブチル等が挙げられ、そして市販されている。
【０１１７】
［（Ｄ）鎖状炭化水素部分と、上記鎖状炭化水素部分のＣ－Ｃ単結合間に挿入された、エ
ーテル結合（－Ｏ－）、カルボニル結合（－ＣＯ－）、エステル結合（－ＣＯＯ－）、お
よびカーボネート結合（－ＯＣＯＯ－）から成る群から選択されるいずれか１つの結合と



(25) JP 2013-208418 A 2013.10.10

10

20

30

40

50

を有する化合物］
　（Ｄ）鎖状炭化水素部分と、上記鎖状炭化水素部分のＣ－Ｃ単結合間に挿入された、エ
ーテル結合（－Ｏ－）、カルボニル結合（－ＣＯ－）、エステル結合（－ＣＯＯ－）、お
よびカーボネート結合（－ＯＣＯＯ－）から成る群から選択されるいずれか１つの結合と
を有する化合物（以下、「化合物（Ｄ）」と称する場合がある）としては、（ｄ1）脂肪
族１価アルコールと脂肪族１価アルコールとのエーテル、（ｄ2）ジアルキルケトン、（
ｄ3）脂肪酸と脂肪族１価アルコールとのエステル、および（ｄ4）ジアルキルカーボネー
トが挙げられる。
【０１１８】
［（ｄ1）脂肪族１価アルコールと脂肪族１価アルコールとのエーテル］
　上記脂肪族１価アルコールと脂肪族１価アルコールとのエーテルとしては、次の式（１
９）：
　Ｒ19ＯＲ20　　（１９）
（式中、Ｒ19およびＲ20は、それぞれ、鎖状炭化水素である）
を有する化合物が挙げられる。
【０１１９】
　上記エーテルを構成する脂肪族１価アルコール（式（１９）において、Ｒ19ＯＨおよび
Ｒ20ＯＨに相当する）としては、上記エーテルが、上記ＩＯＢ、融点および水溶解度の要
件を満たすものであれば、特に制限されず、たとえば、「化合物（Ｂ）」の項で列挙され
る脂肪族１価アルコールが挙げられる。
【０１２０】
　脂肪族１価アルコールと脂肪族１価アルコールとのエーテルでは、当該エーテルを構成
する脂肪族１価アルコールの炭素数の合計、すなわち、上記式（１９）において、Ｒ19お
よびＲ20部分の炭素数の合計が２の場合にＩＯＢが０．５０となるため、当該炭素数の合
計が約２以上であれば、上記ＩＯＢの要件を満たす。しかし、上記炭素数の合計が６程度
では、水溶解度が約２ｇと高く、蒸気圧の観点からも問題がある。水溶解度が約０．００
～約０．０５ｇの要件を満たすためには、上記炭素数の合計が約８以上であることが好ま
しい。
【０１２１】
［（ｄ2）ジアルキルケトン］
　上記ジアルキルケトンとしては、次の式（２０）：
　Ｒ21ＣＯＲ22　　（２０）
（式中、Ｒ21およびＲ22は、それぞれ、アルキル基である）
を有する化合物が挙げられる。
【０１２２】
　上記ジアルキルケトンでは、Ｒ21およびＲ22の炭素数の合計が５の場合にＩＯＢが０．
５４となるため、当該炭素数の合計が約５以上であれば、上記ＩＯＢの要件を満たす。し
かし、上記炭素数の合計が５程度では、水溶解度が約２ｇと高い。したがって、水溶解度
が約０．００～約０．０５ｇの要件を満たすためには、上記炭素数の合計が約８以上であ
ることが好ましい。また、蒸気圧を考慮すると、上記炭素数は、約１０以上であることが
好ましく、そして約１２以上であることが好ましい。なお、上記炭素数の合計が約８の場
合、たとえば、５－ノナノンでは、融点は約－５０℃であり、蒸気圧は２０℃で約２３０
Ｐａである。上記ジアルキルケトンは、市販されている他、公知の方法、たとえば、第二
級アルコールを、クロム酸等で酸化することにより得ることができる。
【０１２３】
［（ｄ3）脂肪酸と脂肪族１価アルコールとのエステル］
　上記脂肪酸と脂肪族１価アルコールとのエステルとしては、たとえば、次の式（２１）
：
　Ｒ23ＣＯＯＲ24　（２１）
（式中、Ｒ23およびＲ24は、それぞれ、鎖状炭化水素である）
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を有する化合物が挙げられる。
【０１２４】
　上記エステルを構成する脂肪酸（式（２１）において、Ｒ23ＣＯＯＨに相当する）とし
ては、たとえば、「（ａ1）鎖状炭化水素テトラオールと少なくとも１の脂肪酸とのエス
テル」において列挙されている脂肪酸、すなわち、飽和脂肪酸または不飽和脂肪酸が挙げ
られ、酸化等により変性する可能性を考慮すると、飽和脂肪酸が好ましい。上記エステル
を構成する脂肪族１価アルコール（式（２１）において、Ｒ24ＯＨに相当する）としては
、たとえば、「化合物（Ｂ）」の項で列挙される脂肪族１価アルコールが挙げられる。
【０１２５】
　なお、上記脂肪酸と脂肪族１価アルコールとのエステルでは、脂肪酸および脂肪族１価
アルコールの炭素数の合計、すなわち、式（２１）において、Ｒ23ＣおよびＲ24部分の炭
素数の合計が５の場合にＩＯＢが０．６０となるため、Ｒ23ＣおよびＲ24部分の炭素数の
合計が約５以上である場合に、上記ＩＯＢの要件を満たす。しかし、たとえば、上記炭素
数の合計が６の酢酸ブチルでは、蒸気圧が２，０００Ｐａ超と高い。したがって、蒸気圧
を考慮すると、上記炭素数の合計が約１２以上であることが好ましい。なお、上記炭素数
の合計が約１１以上であれば、水溶解度が約０．００～約０．０５ｇの要件を満たすこと
ができる。
【０１２６】
　上記脂肪酸と脂肪族１価アルコールとのエステルの例としては、たとえば、ドデカン酸
（Ｃ12）と、ドデシルアルコール（Ｃ12）とのエステル、テトラデカン酸（Ｃ14）と、ド
デシルアルコール（Ｃ12）とのエステル等が挙げられ、上記脂肪酸と脂肪族１価アルコー
ルとのエステルの市販品としては、たとえば、エレクトールＷＥ２０、およびエレクトー
ルＷＥ４０（以上、日油株式会社製）が挙げられる。
【０１２７】
［（ｄ4）ジアルキルカーボネート］
　上記ジアルキルカーボネートとしては、次の式（２２）：
　Ｒ25ＯＣ（＝Ｏ）ＯＲ26　　（２２）
（式中、Ｒ25およびＲ26は、それぞれ、アルキル基である）
を有する化合物が挙げられる。
【０１２８】
　上記ジアルキルカーボネートでは、Ｒ25およびＲ26の炭素数の合計が６の場合にＩＯＢ
が０．５７となるため、Ｒ25およびＲ26の炭素数の合計が、約６以上であれば、ＩＯＢの
要件を満たす。水溶解度を考慮すると、Ｒ25およびＲ26の炭素数の合計が約７以上である
ことが好ましく、そして約９以上であることがより好ましい。上記ジアルキルカーボネー
トは、市販されている他、ホスゲンとアルコールとの反応、塩化ギ酸エステルとアルコー
ルまたはアルコラートとの反応、および炭酸銀とヨウ化アルキルとの反応により合成する
ことができる。
【０１２９】
［（Ｅ）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコール、またはそのエステルもしくはエーテ
ル］
　上記ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコール、またはそのエステルもしくはエーテル
（以下、化合物（Ｅ）と称する場合がある）としては、（ｅ1）ポリオキシＣ2～Ｃ6アル
キレングリコール、（ｅ2）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールと少なくとも１の
脂肪酸とのエステル、（ｅ3）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールと少なくとも１
の脂肪族１価アルコールとのエーテル、（ｅ4）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコー
ルと、鎖状炭化水素テトラカルボン酸、鎖状炭化水素トリカルボン酸、または鎖状炭化水
素ジカルボン酸とのエステル、および（ｅ5）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコール
と、鎖状炭化水素テトラオール、鎖状炭化水素トリオール、または鎖状炭化水素ジオール
とのエーテルが挙げられる。以下、説明する。
【０１３０】
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［（ｅ1）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコール］
　上記ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールは、ｉ）オキシＣ2～Ｃ6アルキレン骨格
、すなわち、オキシエチレン骨格、オキシプロピレン骨格、オキシブチレン骨格、オキシ
ペンチレン骨格、およびオキシヘキシレン骨格からなる群から選択されるいずれか１種の
骨格を有しかつ両末端にヒドロキシ基を有するホモポリマー、ｉｉ）上記群から選択され
る２種以上の骨格を有しかつ両末端にヒドロキシ基を有するブロックコポリマー、または
ｉｉｉ）上記群から選択される２種以上の骨格を有しかつ両末端にヒドロキシ基を有する
ランダムコポリマーを意味する。
【０１３１】
　上記オキシＣ2～Ｃ6アルキレン骨格は、ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールのＩ
ＯＢを低くする観点から、オキシプロピレン骨格、オキシブチレン骨格、オキシペンチレ
ン骨格、又はオキシヘキシレン骨格であることが好ましく、オキシブチレン骨格、オキシ
ペンチレン骨格、又はオキシヘキシレン骨格であることがより好ましい。
【０１３２】
　上記ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールは、次の式（２３）：
　ＨＯ－（ＣmＨ2mＯ）n－Ｈ　　　（２３）
　（式中、ｍは２～６の整数である）
により表わされうる。
【０１３３】
　なお、本発明者が確認したところ、ポリエチレングリコール（式（２３）において、ｍ
＝２のホモポリマーに相当する）は、ｎ≧４５（重量平均分子量約２，０００超）の場合
に、約０．００～約０．６０のＩＯＢの要件を満たすものの、重量平均分子量が約４，０
００を超えた場合であっても、水溶解度の要件を満たさなかった。したがって、（ｅ1）
ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールには、エチレングリコールのホモポリマーは含
まれないと考えられ、エチレングリコールは、他のグリコールとのブロックコポリマー又
はランダムコポリマーとして、（ｅ1）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールに含ま
れるべきである。
【０１３４】
　したがって、式（２３）のホモポリマーには、プロピレングリコール、ブチレングリコ
ール、ペンチレングリコール又はヘキシレングリコールのホモポリマーが含まれうる。以
上より、式（２３）において、ｍは、約３～約６であり、そして約４～約６であることが
より好ましく、そしてｎは２以上である。
【０１３５】
　上記式（２３）において、ｎの値は、ポリＣ2～Ｃ6アルキレングリコールが、約０．０
０～約０．６０のＩＯＢと、約４５℃以下の融点と、２５℃の水１００ｇに対する、約０
．００～約０．０５ｇの水溶解度とを有するような値である。たとえば、式（２３）がポ
リプロピレングリコール（ｍ＝３のホモポリマー）である場合には、ｎ＝１２の場合に、
ＩＯＢが０．５８となる。したがって、式（２３）がポリプロピレングリコール（ｍ＝３
のホモポリマー）である場合には、ｍ≧約１２の場合に、上記ＩＯＢの要件を満たす。ま
た、式（２１）がポリブチレングリコール（ｍ＝４のホモポリマー）である場合には、ｎ
＝７の場合に、ＩＯＢが０．５７となる。したがって、式（２３）がポリブチレングリコ
ール（ｍ＝４のホモポリマー）である場合には、ｎ≧約７の場合に、上記ＩＯＢの要件を
満たす。
【０１３６】
　ＩＯＢ、融点および水溶解度の観点から、ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールの
重量平均分子量は、好ましくは約２００～約１０，０００、より好ましくは約２５０～約
８，０００、そしてさらに好ましくは、約２５０～約５，０００の範囲にある。また、Ｉ
ＯＢ、融点および水溶解度の観点から、ポリＣ3アルキレングリコール、すなわち、ポリ
プロピレングリコールの重量平均分子量は、好ましくは約１，０００～約１０，０００、
より好ましくは約３，０００～約８，０００、そしてさらに好ましくは、約４，０００～
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約５，０００の範囲にある。上記重量平均分子量が約１，０００未満では、水溶解度が要
件を満たさず、そして重量平均分子量が大きいほど、特に、吸収体移行速度およびトップ
シートの白さが向上する傾向があるからである。
【０１３７】
　上記ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールの市販品としては、たとえば、ユニオー
ル（商標）Ｄ－１０００，Ｄ－１２００，Ｄ－２０００，Ｄ－３０００，Ｄ－４０００，
ＰＢ－５００，ＰＢ－７００，ＰＢ－１０００およびＰＢ－２０００（以上、日油株式会
社製）が挙げられる。
【０１３８】
［（ｅ2）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールと少なくとも１の脂肪酸とのエステ
ル］
　上記ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールと少なくとも１の脂肪酸とのエステルと
しては、「（ｅ1）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコール」の項で説明したポリオキ
シＣ2～Ｃ6アルキレングリコールのＯＨ末端の一方または両方が、脂肪酸によりエステル
化されているもの、すなわち、モノエステルおよびジエステルが挙げられる。
【０１３９】
　ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールと少なくとも１の脂肪酸とのエステルにおい
て、エステル化すべき脂肪酸としては、たとえば、「（ａ1）鎖状炭化水素テトラオール
と少なくとも１の脂肪酸とのエステル」において列挙されている脂肪酸、すなわち、飽和
脂肪酸または不飽和脂肪酸が挙げられ、酸化等により変性する可能性を考慮すると、飽和
脂肪酸が好ましい。上記ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールと脂肪酸とのエステル
の市販品としては、たとえば、ウィルブライトｃｐ９（日油株式会社製）が挙げられる。
【０１４０】
［（ｅ3）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールと少なくとも１の脂肪族１価アルコ
ールとのエーテル］
　上記ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールと少なくとも１の脂肪族１価アルコール
とのエーテルとしては、「（ｅ1）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコール」の項で説
明したポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールのＯＨ末端の一方または両方が、脂肪族
１価アルコールによりエーテル化されているもの、すなわち、モノエーテルおよびジエー
テルが挙げられる。ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールと少なくとも１の脂肪族１
価アルコールとのエーテルにおいて、エーテル化すべき脂肪族１価アルコールとしては、
たとえば、「化合物（Ｂ）」の項で列挙されている脂肪族１価アルコールが挙げられる。
【０１４１】
［（ｅ4）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールと、鎖状炭化水素テトラカルボン酸
、鎖状炭化水素トリカルボン酸、または鎖状炭化水素ジカルボン酸とのエステル］
　上記ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールと、鎖状炭化水素テトラカルボン酸、鎖
状炭化水素トリカルボン酸、または鎖状炭化水素ジカルボン酸とのエステルにおいて、エ
ステル化すべきポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールとしては、「（ｅ1）ポリオキ
シＣ2～Ｃ6アルキレングリコール」の項で説明したポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコ
ールが挙げられる。また、エステル化すべき鎖状炭化水素テトラカルボン酸、鎖状炭化水
素トリカルボン酸、および鎖状炭化水素ジカルボン酸としては、「化合物（Ｃ）」の項で
説明されるものが挙げられる。
【０１４２】
　上記ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールと、鎖状炭化水素テトラカルボン酸、鎖
状炭化水素トリカルボン酸、または鎖状炭化水素ジカルボン酸とのエステルは、市販され
ているほか、鎖状炭化水素テトラカルボン酸、鎖状炭化水素トリカルボン酸、または鎖状
炭化水素ジカルボン酸に、Ｃ2～Ｃ6アルキレングリコールを、公知の条件で重縮合させる
ことにより製造することができる。
【０１４３】
［（ｅ5）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールと、鎖状炭化水素テトラオール、鎖
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状炭化水素トリオール、または鎖状炭化水素ジオールとのエーテル］
　上記ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールと、鎖状炭化水素テトラオール、鎖状炭
化水素トリオール、または鎖状炭化水素ジオールとのエーテルにおいて、エーテル化すべ
きポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールとしては、「（ｅ1）ポリオキシＣ2～Ｃ6ア
ルキレングリコール」の項で説明したポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールが挙げら
れる。また、エーテル化すべき鎖状炭化水素テトラオール、鎖状炭化水素トリオール、お
よび鎖状炭化水素ジオールとしては、「化合物（Ａ）」の項で説明されるもの、たとえば
、ペンタエリトリトール、グリセリン、およびグリコールが挙げられる。
【０１４４】
　上記ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールと、鎖状炭化水素テトラオール、鎖状炭
化水素トリオール、または鎖状炭化水素ジオールとのエーテルの市販品としては、たとえ
ば、ユニルーブ（商標）５ＴＰ－３００ＫＢ，ならびにユニオール（商標）ＴＧ－３００
０およびＴＧ－４０００（日油株式会社製）が挙げられる。ユニルーブ（商標）５ＴＰ－
３００ＫＢは、ペンタエリトリトール１モルに、プロピレングリコール６５モルと、エチ
レングリコール５モルとを重縮合させた化合物であり、そのＩＯＢは０．３９であり、融
点は４５℃未満であり、そして水溶解度は０．０５ｇ未満であった。
【０１４５】
　ユニオール（商標）ＴＧ－３０００は、グリセリン１モルに、プロピレングリコール５
０モルを重縮合させた化合物であり、そのＩＯＢは０．４２であり、融点は４５℃未満で
あり、水溶解度は０．０５ｇ未満であり、そして重量平均分子量は約３，０００であった
。ユニオール（商標）ＴＧ－４０００は、グリセリン１モルに、プロピレングリコール７
０モルを重縮合させた化合物であり、そのＩＯＢは０．４０であり、融点は４５℃未満で
あり、水溶解度は０．０５ｇ未満であり、そして重量平均分子量は約４，０００であった
。
【０１４６】
　上記ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールと、鎖状炭化水素テトラオール、鎖状炭
化水素トリオール、または鎖状炭化水素ジオールとのエーテルはまた、鎖状炭化水素テト
ラオール、鎖状炭化水素トリオール、または鎖状炭化水素ジオールに、Ｃ2～Ｃ6アルキレ
ンオキシドを、公知の条件で付加させることにより製造することができる。
【０１４７】
［（Ｆ）鎖状炭化水素］
　上記鎖状炭化水素は、上記無機性値が０であることから、ＩＯＢが０．００であり、そ
して水溶解度がほぼ０ｇであるので、融点が約４５℃以下のものであれば、上記血液改質
剤に含まれうる。上記鎖状炭化水素としては、たとえば、（ｆ1）鎖状アルカン、たとえ
ば、直鎖アルカンおよび分岐鎖アルカンが挙げられ、たとえば、直鎖アルカンの場合には
、融点が約４５℃以下であることを考慮すると、おおむね、炭素数が２２以下のものが含
まれる。また、蒸気圧を考慮すると、おおむね、炭素数が１３以上のものが含まれる。分
岐鎖アルカンの場合には、直鎖アルカンよりも、同一炭素数において、融点が低くなる場
合があるため、炭素数が２２以上のものも含まれうる。上記炭化水素の市販品としては、
たとえば、パールリーム６（日油株式会社）が挙げられる。
【０１４８】
　上記血液改質剤は、実施例と共に詳細に考察するが、血液の粘度および表面張力を下げ
る作用を少なくとも有することが見いだされた。吸収性物品が吸収すべき経血は、通常の
血液と比較して、子宮内膜壁等のタンパク質を含むため、それらが血球同士を繋ぐように
作用して、血球が連銭した状態をとりやすい。そのため、吸収性物品が吸収すべき経血は
、高粘度となりやすく、トップシートが不織布または織布である場合には、経血が繊維の
間に目詰まりしやすく、着用者はベタつき感を覚えやすく、そしてトップシートの表面で
経血が拡散し、漏れやすくなる。
【０１４９】
　また、ＩＯＢが約０．００～約０．６０である血液改質剤は、有機性が高く、血球の間
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に入り込みやすいので、血球を安定化させ、血球に連銭構造を形成しにくくすることがで
きると考えられる。上記改質剤が、血球を安定化させ、血球に連銭構造を形成しにくくす
ることにより、吸収体が経血を吸収しやすくなると考えられる。たとえば、アクリル系高
吸収ポリマー、いわゆる、ＳＡＰを含む吸収性物品では、経血を吸収すると、連銭した血
球がＳＡＰ表面を覆い、ＳＡＰが吸収性能を発揮しにくくなることが知られているが、血
球を安定化することにより、ＳＡＰが吸収性能を発揮しやすくなると考えられる。また、
赤血球と親和性の高い血液改質剤が、赤血球膜を保護するため、赤血球が破壊されにくく
なると考えられる。
【０１５０】
　次に、図６を参照して、本発明の一実施形態における吸収性物品１の製造方法を説明す
る。図６は、本発明の一実施形態における吸収性物品１の製造方法に使用する吸収性物品
製造装置１００を説明するための図である。吸収性物品１の製造方法は、吸収体を形成す
る工程、トップシート用シートを用意する工程、積層体に圧搾溝を形成する工程、バック
シート用シートを用意する工程、吸収性物品の連続体を切断する工程および吸収性物品に
血液改質剤を塗布する工程を含む。また、トップシート用シートを用意する工程で使用さ
れるトップシート用シートは、樹脂フィルムシートを用意する工程、樹脂フィルムシート
に凹部を形成する工程および樹脂フィルムシートにギア延伸する工程を含むトップシート
用シートの製造方法によって製造される。
【０１５１】
　吸収体を形成する工程では、吸収体１２８をベルト１１０上に形成する。不図示の粉砕
パルプ供給装置から粉砕パルプ１２２をパターンドラム１２０に供給する。パターンドラ
ム１２０の外周部には粉砕パルプを詰める型として凹部１２４が形成されている。パター
ンドラム１２０の内部は吸引１２６されており、パターンドラム１２０に供給された粉砕
パルプ１２２は、凹部１２４の中に吸い込まれ、圧縮される。そして、凹部１２４の中で
圧縮されたパルプ１２２は吸収体１２８に成形される。吸収体１２８はベルト上に載置さ
れる。
【０１５２】
　トップシート用シートを用意する工程では、後述するトップシート用シートの製造方法
によって製造したトップシート用シート２１６を吸収体１２８の上に配置して、トップシ
ート用シート２１６を吸収体１２８に接着する。
【０１５３】
　積層体に圧搾溝を形成する工程では、エンボス加工装置１３０を使用して、トップシー
ト用シート２１６および吸収体１２８の積層体２６２に圧搾溝を形成する。積層体２６２
は、エンボス加工装置１３０の上段ロール１３１と下段ロール１３２との間を通過する。
上段ロール１３１の外周の表面には、図１に示す吸収性物品１の圧搾溝７に対応する形状
の凸部（不図示）が設けられている。下段ロール１３２は、外周の表面が平滑であるプレ
ーンロールである。エンボス加工装置１３０の上段ロール１３１と下段ロール１３２との
間に積層体２６２を通過させることによって、積層体２６２における、図１に示す吸収性
物品１の圧搾溝７に対応する部分が厚さ方向に圧縮され、圧搾溝が積層体２６２に形成さ
れる。
【０１５４】
　バックシート用シートを用意する工程では、バックシート用シートロール１４０から供
給されたバックシート用シート１４２を、圧搾溝が形成された積層体１３４のトップシー
ト用シート側とは反対側の面に重ねて接着し、吸収性物品の連続体１４４を形成する。
【０１５５】
　吸収性物品の連続体を切断する工程では、カッタ１５０を使用して吸収性物品の連続体
１４４を吸収性物品の形状となるように切断して吸収性物品を作製する。
【０１５６】
　吸収性物品に血液改質剤を塗布する工程では、改質剤塗布スプレー１６０を使用して吸
収性物品の中央の領域に上述の血液改質剤１６１を塗布して、トップシートの表面に血液
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改質剤層を形成する。
【０１５７】
　吸収性物品の中央の領域に塗布される血液改質剤１６１は、少なくとも着用者の体液の
排出口に対向する部分に塗布されていればよい。たとえば、吸収性物品の中心を中心とし
て、長さ方向の長さが、好ましくは５０ｍｍ以上、より好ましくは１０ｍｍ以上であり、
幅方向の長さが、好ましくは１０ｍｍ以上、より好ましくは３０ｍｍ以上である領域に血
液改質剤が塗布されてもよい。
【０１５８】
　吸収性物品の連続体を切断する工程の後で、血液改質剤を塗布したが、後述のトップシ
ート用シートの製造工程で血液改質剤を塗布してもよい。吸収性物品を製造する途中に、
塗布した血液改質剤が吸収性物品から落ちることを抑制するために、吸収性物品の製造工
程の川下の段階、たとえば、吸収性物品を包装する直前に血液改質剤を吸収性物品に塗布
することが好ましい。
【０１５９】
　吸収性物品１の製造方法には、他に、吸収性物品の連続体１４４に粘着部を形成する工
程および吸収性物品の連続体１４４にシール部を形成する工程などを含む。
【０１６０】
　次に、トップシート用シートの製造方法を説明する。
【０１６１】
　樹脂フィルムシートを用意する工程では、図６に示すように、樹脂フィルムシートのロ
ール２１０から供給された樹脂フィルムシート２１２を凹部形成ロール２２０に供給する
。
【０１６２】
　樹脂フィルムシートに凹部を形成する工程では、樹脂フィルムシート２１２を凹部形成
ロール２２０に通過させて、凹部２１４１が形成された樹脂フィルムシート２１４（図８
参照）を作製する。凹部形成ロール２２０は、ローレットロール２２１と平滑な表面を有
する予熱ロール２２２とからなる。
【０１６３】
　図７（ａ）および（ｂ）は、ローレットロール２２１の一例を示す図である。図７（ａ
）は、ローレットロール２２１の全体を示す図であり、図７（ｂ）は、ローレットロール
２２１の外周表面の凹凸を有する部分２２３を拡大した図である。図７（ｃ）は、平滑な
表面を有する予熱ロール２２２の一例を示す図である。ローレットロール２２１の表面２
２３には、格子状の凸部２２４が設けられている。これにより、ローレットロール２２１
の表面に菱形の凹部２２５が形成される。なお、ローレットロール２２１の凹部２２５の
形状は菱形に限定されず、正方形、長方形、平行四辺形、台形、三角形、六角形などの形
状であってもよい。
【０１６４】
　格子状の凸部２２４において平行に並ぶ凸部２２４の中心線間隔、すなわち格子状の凸
部２２４のピッチは、好ましくは、０．２ｍｍ以上、１０ｍｍ以下であり、より好ましく
は０．４ｍｍ以上、２ｍｍ以下である。格子状の凸部２２４のピッチが０．２ｍｍ未満、
または１０ｍｍより大きい場合、樹脂フィルムに凹部が形成されない場合がある。また、
格子状の凸部２２４の幅は、好ましくは０．０１ｍｍ以上、１ｍｍ以下であり、より好ま
しくは０．０３ｍｍ以上、０．１以下である。また、菱形の凹部２２５の一辺の長さは、
好ましくは０．１ｍｍ以上、５ｍｍ以下であり、より好ましくは０．２ｍｍ以上、１ｍｍ
以下である。格子状の凸部２２４の幅が０．０１ｍｍ未満もしくは１ｍｍより大きい場合
、または菱形の凹部２２５の一辺の長さが０．１ｍｍ未満もしくは５ｍｍより大きい場合
、樹脂フィルムに凹部が形成されない場合がある。
【０１６５】
　平滑な表面を有する予熱ロール２２２は、７０℃以上、１００℃以下の温度に保持され
ており、供給された樹脂フィルムシート２１２を加熱する。これにより、樹脂フィルムシ
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ート２１２は柔らかくなり、成形しやすくなる。
【０１６６】
　樹脂フィルムシート２１２が、ローレットロール２２１と平滑な表面を有するロール２
２２との間を通過するとき、格子状の凸部２２４と接する部分では、樹脂フィルムシート
２１２は厚さ方向に強い圧力を受ける。これにより、図８に示すように、樹脂フィルムシ
ート２１４に細かい凹部２１４１が形成される。なお、実際に、樹脂フィルムシート２１
２に形成される凹部２１４１は、図８に示されているよりも小さく、単位面積当たりの凹
部２１４１の数も図８に示されているよりもずっと多い。凹部２１４１は、樹脂フィルム
シート２１４における、吸収性物品１の中央部分１２（図１参照）に対応する範囲２１４
３のみに形成される。ここで、樹脂フィルムシート２１４における、吸収性物品１に対応
する範囲は、符号２１４２の点線で示される範囲である。
【０１６７】
　樹脂フィルムシートにギア延伸する工程では、図６に示す延伸ギアロール２３０に凹部
を形成した樹脂フィルムシート２１４を通過させることによって、複数の折曲部を形成し
た樹脂フィルムシート２１６を作製する。樹脂フィルムシート２１４に形成された折曲部
は、樹脂フィルムシート２１４の機械方向（ＭＤ）に延在し、樹脂フィルムシート２１４
の幅方向に並ぶ。樹脂フィルムシート２１４の折曲部の幅方向の断面の形状は、吸収性物
品１の折曲部２１（２１Ａ，２１Ｂ）と同様に、たとえば、略Ｕ字形状である。また、吸
収性物品１の折曲部２１（２１Ａ，２１Ｂ）と同様に、樹脂フィルム２１４に形成された
折曲部は、複数の非連続部分を有し、機械方向に延びている折曲部は、途中、複数箇所で
途切れている。樹脂フィルムシート２１４に形成された折曲部の非連続部分では、樹脂フ
ィルムシートの幅方向の断面が略Ｕ字形状になるように折り曲げられていない。樹脂フィ
ルムシート２１４に形成された折曲部の非連続部分は、隣接する折曲部の非連続部分と、
同じ直線に沿って並ぶことが好ましい。この直線は、機械方向に対して斜めになっている
ことが好ましい。たとえば、この直線と機械方向と間のなす角度は、１０°以上、１７０
°以下であることが好ましい。
【０１６８】
　延伸ギアロール２３０は、上段ロール２３１と下段ロール２３２とを含む。図９（ａ）
は、延伸ギアロール２３０の上段ロール２３１を説明するための図であり、図９（ｂ）は
、上段ロール２３１の外周面上に配置されたギア歯２３３を説明するための図であり、図
９（ｃ）は、図９（ｂ）のＢ－Ｂ線断面図である。ギア歯２３３は、上段ロール２３１の
円周方向に非連続的に延びている。すなわち、上段ロール２３１の円周方向に延びている
ギア歯２３３は、途中で複数箇所途切れている。このギア歯２３３が途切れている箇所２
３４により、樹脂フィルムシート２１４の折曲部に非連続部分が形成される。ギア歯２３
３が途切れている箇所２３４は、ギア歯２３３が延びる方向に対して斜めの方向の直線上
に並ぶように配置されることが好ましい。これにより、樹脂フィルム２１４に形成された
折曲部の非連続部分を、隣接する折曲部の非連続部分と、同じ直線に沿って並ばせること
ができる。
【０１６９】
　ギア歯２３３の幅は、たとえば０．３ｍｍ以上、０．５ｍｍ以下であり、隣接するギア
歯２３３の中心間の距離は、たとえば１．０ｍｍ以上、１．２ｍｍ以下である。
【０１７０】
　図１０（ａ）は、延伸ギアロール２３０の下段ロール２３２を説明するための図であり
、図１０（ｂ）は、下段ロール２３２の外周面上に配置されたギア歯２３５を説明するた
めの図であり、図１０（ｃ）は、図１０（ｂ）のＣ－Ｃ線断面図である。ギア歯２３５は
、下段ロール２３２の円周方向に延びている。下段ロール２３２は、上段ロール２３１の
ように途中で複数箇所途切れていない。ギア歯２３５の幅は、たとえば上段ロール２３１
のギア歯２３３の幅と等しく、隣接するギア歯２３５の中心間の距離は、たとえば上段ロ
ール２３１のギア歯２３３の中心間の距離と等しい。
【０１７１】
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　上段ロール２３１のギア歯２３３と下段ロール２３２のギア歯２３５とが噛み合ってい
る部分における上段ロール２３１の径方向の長さ、すなわち噛み込み深さは、たとえば１
．２５ｍｍである。上段ロール２３１のギア歯２３３と下段ロール２３２のギア歯２３５
とが噛み合っているときの上段ロール２３１のギア歯２３３と下段ロール２３２のギア歯
２３５との間の隙間は、たとえば、０．２５ｍｍ以上、０．４５ｍｍ以下である。
【０１７２】
　図６に示すように樹脂フィルムシート２１４が延伸ギアロール２３０を通過するとき、
樹脂フィルム２１４は略波状に折り曲げられ、樹脂フィルム２１４に折曲部が形成される
。また、樹脂フィルムシート２１４の凹部２１４１が形成された領域２１４３（図８参照
）には、トップシート２の開口部２６（図４参照）に対応する開口部がさらに形成される
。
【０１７３】
　次に、図１１を参照して、延伸ギアロール２３０に樹脂フィルムシート２１４を通過さ
せたとき、樹脂フィルムシート２１４に開口部が形成される原理を説明する。なお、この
原理は、本発明を限定するものではない。
【０１７４】
　樹脂フィルムシート２１４は、上段ロール２３１のギア歯２３３と下段ロール２３２の
ギア歯２３５とが噛み合っている部分２３６で大きく延伸される。上述の凹部形成工程で
凹部２１４１（図８参照）が形成された部分は、樹脂フィルムシート２１４が薄くなって
おり、さらにローレットロール２２１の格子状の凸部２２４により傷が付与されている部
分であるので、強度が弱く、樹脂フィルムシート２１４の凹部２１４１は、延伸を受ける
と破れる。このため、樹脂フィルムシート２１４の延伸を受けた部分２３６では、樹脂フ
ィルムシート２１４の凹部２１４１が破れて、樹脂フィルムシート２１４の破れた部分が
広がり開口部が形成される。
【０１７５】
　樹脂フィルムシート２１４は、上段ロール２３１のギア歯２３３と下段ロール２３２の
ギア歯２３５とが噛み合っていない部分２３７，２３８ではあまり延伸されない。このた
め、樹脂フィルムシート２４１における上段ロール２３１のギア歯２３３と下段ロール２
３２のギア歯２３５とが噛み合っていない部分２３７，２３８では、樹脂フィルムシート
２１４が延伸ギアロール２３０を通過しても、上述の凹部形成工程で形成された凹部２１
４１は、破れず開口部にならない。
【０１７６】
　樹脂フィルムシート２１４の凹部２１４１が形成されていない領域では、上段ロール２
３１のギア歯２３３と下段ロール２３２のギア歯２３５とが噛み合っている部分２３６で
樹脂フィルムシート２１４が大きく延伸されても樹脂フィルムシート２１４は破れない。
このため、樹脂フィルムシート２１４における、吸収性物品１の本体部１０のウイング部
側の領域１４およびウイング部５にそれぞれ対応する領域には開口部は形成されない。
【０１７７】
　以上の本発明の一実施形態の吸収性物品１を次のように変形することができる。
（１）トップシートのウイング部のみに、折曲部を設けてもよい。また、トップシートに
おける本体部のウイング部側の領域およびウイング部のみに折曲部を設けてもよい。これ
らの場合も、下着の脚開口部の縁の形状に合わせて吸収性物品のウイング部を折り畳むこ
とが容易にできる。
【０１７８】
（２）図１２に示す吸収性物品１Ａのように、トップシート２の代わりに、サイドシート
１８Ａがウイング部５を構成する場合、サイドシート１８Ａに折曲部２１を設け、トップ
シート２Ａには、折曲部２１を設けないようにしてもよい。この場合も、下着の脚開口部
の縁の形状に合わせて吸収性物品のウイング部を折り畳むことが容易にできる。また、こ
の場合、トップシート２Ａは不織布であってもよい。トップシート２Ａが不織布である場
合も、下着の脚開口部の縁の形状に合わせて吸収性物品のウイング部を折り畳むことが容
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易にできる。
【０１７９】
　トップシート２Ａに用いる不織布は、天然繊維でも化学繊維でもよい。トップシート２
Ａに用いる天然繊維には、粉砕パルプ、コットンなどのセルロースが挙げられる。トップ
シート２Ａに用いる化学繊維には、レーヨン、フィブリルレーヨンなどの再生セルロース
、アセテート、トリアセテートなどの半合成セルロース、熱可塑性疎水性化学繊維、およ
び親水化処理を施した熱可塑性疎水性化学繊維などが挙げられる。トップシート２Ａに用
いる熱可塑性疎水性化学繊維には、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリプロピレン（ＰＰ）、ポ
リエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）などの単繊維、ポリエチレンとポリプロピレンをグ
ラフト重合してなる繊維および芯鞘構造などの複合繊維が挙げられる。
【０１８０】
　なお、サイドシートがウイング部を構成する場合も、本体部に折曲部を設けてもよい。
【０１８１】
　すなわち、少なくともウイング部における着衣側の面の反対側の面に折曲部が形成され
ていれば、本体部に折曲部を形成してもよいし、形成しなくてもよい。
【実施例】
【０１８２】
　本発明では、血液改質剤が、血液の粘度および表面張力を下げるメカニズムを有するた
めに、体液が、改質剤層２７によってトップシート２に残存せずに吸収体４へ移動し吸収
体４に吸収されることができる。以下の実施例によって、血液改質剤が、血液の粘度およ
び表面張力を下げるメカニズムを有することを確認した。この確認は、樹脂フィルムに比
べて体液が残存しやすい不織布を用いて行った。
【０１８３】
［例１］
［リウェット率および吸収体移行速度の評価］
［血液改質剤のデータ］
　市販の生理用ナプキンを準備した。当該生理用ナプキンは、親水剤で処理されたエアス
ルー不織布（ポリエステルおよびポリエチレンテレフタレートから成る複合繊維、坪量：
３５ｇ／ｍ2）から形成されたトップシートと、エアスルー不織布（ポリエステルおよび
ポリエチレンテレフタレートから成る複合繊維、坪量：３０ｇ／ｍ2）から形成されたセ
カンドシートと、パルプ（坪量：１５０～４５０ｇ／ｍ2、中央部ほど多い）、アクリル
系高吸収ポリマー（坪量：１５ｇ／ｍ2）およびコアラップとしてのティッシュを含む吸
収体と、撥水剤処理されたサイドシートと、ポリエチレンフィルムから成るバックシート
とから形成されていた。
【０１８４】
　以下に、実験に用いられた血液改質剤を列挙する。
［（ａ1）鎖状炭化水素テトラオールと少なくとも１の脂肪酸とのエステル］
・ユニスター　Ｈ－４０８ＢＲＳ，日油株式会社製
　テトラ２－エチルヘキサン酸ペンタエリトリトール，重量平均分子量：約６４０
・ユニスター　Ｈ－２４０８ＢＲＳ－２２，日油株式会社製
　テトラ２－エチルヘキサン酸ペンタエリトリトールと、ジ２－エチルヘキサン酸ネオペ
ンチルグリコールとの混合物（５８：４２，重量比），重量平均分子量：約５２０
【０１８５】
［（ａ2）鎖状炭化水素トリオールと少なくとも１の脂肪酸とのエステル］
・Ｃｅｔｉｏｌ　ＳＢ４５ＤＥＯ，コグニスジャパン株式会社製
　脂肪酸が、オレイン酸またはステアリル酸である、グリセリンと脂肪酸とのトリエステ
ル
・ＳＯＹ４２，日油株式会社製
　Ｃ14の脂肪酸：Ｃ16の脂肪酸：Ｃ18の脂肪酸：Ｃ20の脂肪酸（飽和脂肪酸および不飽和
脂肪酸の両方を含む）がおおよそ０．２：１１：８８：０．８の重量比で含まれている、
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グリセリンと脂肪酸とのトリエステル，重量平均分子量：８８０
【０１８６】
・トリＣ２Ｌ油脂肪酸グリセリド，日油株式会社製
　Ｃ8の脂肪酸：Ｃ10の脂肪酸：Ｃ12の脂肪酸がおおよそ３７：７：５６の重量比で含ま
れている、グリセリンと脂肪酸とのトリエステル，重量平均分子量：約５７０
・トリＣＬ油脂肪酸グリセリド，日油株式会社製
　Ｃ8の脂肪酸：Ｃ12の脂肪酸がおおよそ４４：５６の重量比で含まれている、グリセリ
ンと脂肪酸とのトリエステル，重量平均分子量：約５７０
【０１８７】
・パナセート８１０ｓ，日油株式会社製
　Ｃ8の脂肪酸：Ｃ10の脂肪酸がおおよそ８５：１５の重量比で含まれている、グリセリ
ンと脂肪酸とのトリエステル，重量平均分子量：約４８０
・パナセート８００，日油株式会社製
　脂肪酸が全てオクタン酸（Ｃ8）である、グリセリンと脂肪酸とのトリエステル，重量
平均分子量：約４７０
【０１８８】
・パナセート８００Ｂ，日油株式会社製
　脂肪酸が全て２－エチルヘキサン酸（Ｃ8）である、グリセリンと脂肪酸とのトリエス
テル，重量平均分子量：約４７０
・ＮＡ３６，日油株式会社製
　Ｃ16の脂肪酸：Ｃ18の脂肪酸：Ｃ20の脂肪酸（飽和脂肪酸および不飽和脂肪酸の両方を
含む）がおおよそ５：９２：３の重量比で含まれている、グリセリンと脂肪酸とのトリエ
ステル，重量平均分子量：約８８０
【０１８９】
・トリヤシ油脂肪酸グリセリド，日油株式会社製
　Ｃ8の脂肪酸：Ｃ10の脂肪酸：Ｃ12の脂肪酸：Ｃ14の脂肪酸：Ｃ16の脂肪酸（飽和脂肪
酸および不飽和脂肪酸の両方を含む）がおおよそ４：８：６０：２５：３の重量比で含ま
れている、グリセリンと脂肪酸とのトリエステル，重量平均分子量：６７０
・カプリル酸ジグリセリド，日油株式会社製
　脂肪酸がオクタン酸である、グリセリンと脂肪酸とのジエステル，重量平均分子量：３
４０
【０１９０】
［（ａ3）鎖状炭化水素ジオールと少なくとも１の脂肪酸とのエステル］
・コムポールＢＬ，日油株式会社製
　ブチレングリコールのドデカン酸（Ｃ12）モノエステル，重量平均分子量：約２７０
・コムポールＢＳ，日油株式会社製
　ブチレングリコールのオクタデカン酸（Ｃ18）モノエステル，重量平均分子量：約３５
０
・ユニスター　Ｈ－２０８ＢＲＳ，日油株式会社製
　ジ２－エチルヘキサン酸ネオペンチルグリコール，重量平均分子量：約３６０
【０１９１】
［（ｃ2）３個のカルボキシル基を有する鎖状炭化水素トリカルボン酸、ヒドロキシ酸、
アルコキシ酸またはオキソ酸と、少なくとも１の脂肪族１価アルコールとのエステル］
・Ｏ－アセチルクエン酸トリブチル，東京化成工業株式会社製
　重量平均分子量：約４００
【０１９２】
［（ｃ3）２個のカルボキシル基を有する鎖状炭化水素ジカルボン酸、ヒドロキシ酸、ア
ルコキシ酸またはオキソ酸と、少なくとも１の脂肪族１価アルコールとのエステル］
・アジピン酸ジオクチル，和光純薬工業製
　重量平均分子量：約３８０
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【０１９３】
［（ｄ3）脂肪酸と脂肪族１価アルコールとのエステル］
・エレクトールＷＥ２０，日油株式会社製
　ドデカン酸（Ｃ12）と、ドデシルアルコール（Ｃ12）とのエステル，重量平均分子量：
約３６０
・エレクトールＷＥ４０，日油株式会社製
　テトラデカン酸（Ｃ14）と、ドデシルアルコール（Ｃ12）とのエステル，重量平均分子
量：約３９０
【０１９４】
［（ｅ1）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコール］
・ユニオールＤ－１０００，日油株式会社製
　ポリプロピレングリコール，重量平均分子量：約１，０００
・ユニオールＤ－１２００，日油株式会社製
　ポリプロピレングリコール，重量平均分子量：約１，２００
・ユニオールＤ－３０００，日油株式会社製
　ポリプロピレングリコール，重量平均分子量：約３，０００
【０１９５】
・ユニオールＤ－４０００，日油株式会社製
　ポリプロピレングリコール，重量平均分子量：約４，０００
・ユニオールＰＢ５００，日油株式会社製
　ポリブチレングリコール，重量平均分子量：約５００
・ユニオールＰＢ７００，日油株式会社製
　ポリオキシブチレンポリオキシプロピレングリコール，重量平均分子量：約７００
【０１９６】
・ユニオールＰＢ１０００Ｒ，日油株式会社製
　ポリブチレングリコール，重量平均分子量：約１０００
［（ｅ2）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールと少なくとも１の脂肪酸とのエステ
ル］
・ウィルブライトｃｐ９，日油株式会社製
　ポリブチレングリコールの両末端のＯＨ基が、ヘキサデカン酸（Ｃ16）によりエステル
化された化合物，重量平均分子量：約１，１５０
【０１９７】
［（ｅ3）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールと少なくとも１の脂肪酸とのエーテ
ル］
・ユニルーブＭＳ－７０Ｋ，日油株式会社製
　ポリプロピレングリコールのステアリルエーテル，約１５の繰返し単位，重量平均分子
量：約１，１４０
【０１９８】
［（ｅ5）ポリオキシＣ2～Ｃ6アルキレングリコールと、鎖状炭化水素テトラオール、鎖
状炭化水素トリオール、または鎖状炭化水素ジオールとのエーテル］
・ユニルーブ５ＴＰ－３００ＫＢ
　ペンタエリトリトール１モルに、エチレンオキシド５モルと、プロピレンオキシド６５
モルとを付加させることにより生成した、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンペン
タエリスリトールエーテル，重量平均分子量：４，１３０
【０１９９】
・ユニオール　ＴＧ－３０００，日油株式会社製
　ポリプロピレングリコールのグリセリルエーテル，約１６の繰返し単位，重量平均分子
量：約３，０００
・ユニオール　ＴＧ－４０００，日油株式会社製
　ポリプロピレングリコールのグリセリルエーテル，約１６の繰返し単位，重量平均分子
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量：約４，０００
【０２００】
［（ｆ1）鎖状アルカン］
・パールリーム６，日油株式会社製
　流動イソパラフィン、イソブテンおよびｎ-ブテンを共重合し、次いで水素を付加する
ことにより生成された分岐鎖炭化水素、重合度：約５～約１０，重量平均分子量：約３３
０
【０２０１】
［その他の材料］
・ＮＡ５０，日油株式会社製
　ＮＡ３６に水素を付加し、原料である不飽和脂肪酸に由来する二重結合の比率を下げた
グリセリンと脂肪酸とのトリエステル，重量平均分子量：約８８０
・（カプリル酸／カプリン酸）モノグリセリド，日油株式会社製
　オクタン酸（Ｃ8）およびデカン酸（Ｃ10）がおおよそ８５：１５の重量比で含まれて
いる、グリセリンと脂肪酸とのモノエステル，重量平均分子量：約２２０
・Ｍｏｎｏｍｕｌｓ　９０－Ｌ２ラウリン酸モノグリセリド，コグニスジャパン株式会社
製
【０２０２】
・クエン酸イソプロピル，東京化成工業株式会社製
　重量平均分子量：約２３０
・リンゴ酸ジイソステアリル
　重量平均分子量：約６４０
・ユニオールＤ－４００，日油株式会社製
　ポリプロピレングリコール，重量平均分子量：約４００
【０２０３】
・ＰＥＧ１５００，日油株式会社製
　ポリエチレングリコール，重量平均分子量：約１，５００～約１，６００
・ノニオンＳ－６，日油株式会社製
　ポリオキシエチレンモノステアレート、約７の繰返し単位、重量平均分子量：約８８０
・ウィルブライトｓ７５３，日油株式会社製
　ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンポリオキシブチレングリセリン，重量平均分
子量：約９６０
【０２０４】
・ユニオール　ＴＧ－３３０，日油株式会社製
　ポリプロピレングリコールのグリセリルエーテル，約６の繰返し単位，重量平均分子量
：約３３０
・ユニオール　ＴＧ－１０００，日油株式会社製
　ポリプロピレングリコールのグリセリルエーテル，約１６の繰返し単位，重量平均分子
量：約１，０００
【０２０５】
・ユニルーブ　ＤＧＰ－７００，日油株式会社製
　ポリプロピレングリコールのジグリセリルエーテル，約９の繰返し単位，重量平均分子
量：約７００
・ユニオックスＨＣ６０，日油株式会社製
　ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油，重量平均分子量：約３，５７０
・ワセリン，コグニスジャパン株式会社製
　石油に由来する炭化水素、半固形
【０２０６】
　上記試料の、ＩＯＢ，融点および水溶解度を、下記表２に示す。なお、水溶解度は、上
述の方法にしたがって測定したが、１００ｇの脱塩水に、２０．０ｇを添加し、２４時間
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後に溶解した試料は、「２０ｇ＜」と評価し、そして１００ｇの脱塩水に、０．０５ｇは
溶解したが、１．００ｇは溶解しなかった試料は、０．０５～１．００ｇと評価した。ま
た、融点に関し、「＜４５」は、融点が４５℃未満であることを意味する。
【０２０７】
　上記生理用ナプキンのトップシートの肌当接面を、上述の血液改質剤で塗工した。各血
液改質剤を、血液改質剤が室温で液体である場合にはそのまま、そして血液改質剤が室温
で固体である場合には、融点＋２０℃まで加熱し、次いで、コントロールシームＨＭＡガ
ンを用いて、各血液改質剤を微粒化し、トップシートの肌当接面の全体に、坪量がおおよ
そ５ｇ／ｍ2となるように塗布した。
【０２０８】
　図１５は、トップシートがトリＣ２Ｌ油脂肪酸グリセリドを含む生理用ナプキン（Ｎｏ
．２－５）における、トップシートの肌当接面の電子顕微鏡写真である。図１５から明ら
かなように、トリＣ２Ｌ油脂肪酸グリセリドは、微粒子状で、繊維の表面に付着している
。
　以下の手順にしたがって、リウェット率と、吸収体移行速度とを測定した。
【０２０９】
［試験方法］
　各血液改質剤を含むトップシートの上に、穴の開いたアクリル板（２００ｍｍ×１００
ｍｍ，１２５ｇ，中央に、４０ｍｍ×１０ｍｍの穴が開いている）を置き、上記穴から、
３７±１℃のウマＥＤＴＡ血（ウマの血液に、凝結防止のため、エチレンジアミン四酢酸
（以下、「ＥＤＴＡ」と称する）が添加されたもの）３ｇを、ピペットを用いて滴下（１
回目）し、１分後、３７±１℃のウマＥＤＴＡ血３ｇを、アクリル板の穴から、ピペット
で再度滴下した（２回目）。
【０２１０】
　２回目の血液の滴下後、直ちに上記アクリル板を外し、血液を滴下した場所に、ろ紙（
アドバンテック東洋株式会社　定性濾紙　Ｎｏ．２，５０ｍｍ×３５ｍｍ）１０枚を置き
、その上から、圧力が３０ｇ／ｃｍ2となるようにおもりを置いた。１分後、上記ろ紙を
取出し、以下の式に従って、「リウェット率」を算出した。
　リウェット率（％）＝１００×（試験後のろ紙質量－当初のろ紙質量）／６
【０２１１】
　また、リウェット率の評価とは別に、２回目の血液の滴下後、血液がトップシートから
吸収体に移行する時間である「吸収体移行速度」を測定した。上記吸収体移行速度は、ト
ップシートに血液を投入してから、トップシートの表面及び内部に、血液の赤さが見られ
なくなるまでの時間を意味する。
　リウェット率と、吸収体移行速度の結果を、以下の表２に示す。
【０２１２】
　次いで、吸収体移行速度の試験後のトップシートの肌当接面の白さを、以下の基準にし
たがって、目視で評価した。
　◎：血液の赤さがほとんど残っておらず、血液が存在した場所と、存在していない場所
の区別がつかない
　○：血液の赤さが若干残っているが、血液の存在した場所と、存在していない場所の区
別がつきいにくい
　△：血液の赤さが若干残っており、血液が存在した場所が分かる
　×：血液の赤さがそのまま残っている
　結果を、併せて下記表２に示す。
【０２１３】
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【表２】

【０２１４】



(40) JP 2013-208418 A 2013.10.10

10

20

30

40

50

【表３】

【０２１５】
　血液改質剤を有しない場合には、リウェット率は２２．７％であり、そして吸収体移行
速度は６０秒超であったが、グリセリンと脂肪酸とのトリエステルは、いずれも、リウェ
ット率が７．０％以下であり、そして吸収体移行速度が８秒以下であることから、吸収性
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能が大幅に改善されていることが分かる。しかし、グリセリンと脂肪酸とのトリエステル
のうち、融点が４５℃を超えるＮＡ５０では、吸収性能に大きな改善はみられなかった。
【０２１６】
　同様に、約０．００～約０．６０のＩＯＢと、約４５℃以下の融点と、２５℃の水１０
０ｇに対する、約０．００～約０．０５ｇの水溶解度を有する血液改質剤では、吸収性能
が大きく改善されることが分かった。
【０２１７】
　次に、Ｎｏ．２－１～２－４７の生理用ナプキンを、複数のボランティアの被験者に着
用してもらったところ、Ｎｏ．２－１～２－３２の血液改質剤を含む生理用ナプキンでは
、経血を吸収した後であってもトップシートにべたつき感がなく、トップシートがサラサ
ラしているとの回答を得た。
【０２１８】
　また、Ｎｏ．２－１～Ｎｏ．２－３２の生理用ナプキンでは、そして特に、Ｎｏ．２－
１～１１，１５～１９および３２の血液改質剤を含む生理用ナプキンでは、経血を吸収後
のトップシートの肌当接面が、血液で赤く染まっておらず、不快感が少ないとの回答を得
た。
【０２１９】
［例２］
　動物の各種血液に関して、上述の手順にしたがって、リウェット率を評価した。実験に
用いられた血液は、以下の通りである。
［動物種］
（１）ヒト
（２）ウマ
（３）ヒツジ
【０２２０】
［血液種］
・脱繊維血：血液を採取後、ガラスビーズと共に、三角フラスコ内で約５分間撹拌したも
の
・ＥＤＴＡ血：静脈血６５ｍＬに、１２％ＥＤＴＡ・２Ｋ生理食塩液０．５ｍＬを添加し
たもの
【０２２１】
［分画］
　血清または血漿：それぞれ、脱繊維血またはＥＤＴＡ血を、室温下で、約１９００Ｇで
１０分間遠心分離した後の上清
　血球：血液から血清を除去し、残差をリン酸緩衝生理食塩液（ＰＢＳ）で２回洗浄し、
次いで除去した血清分のリン酸緩衝生理食塩液を加えたもの
【０２２２】
　トリＣ２Ｌ油脂肪酸グリセリドが、坪量がおおよそ５ｇ／ｍ2となるように塗布されて
いる以外は、例２と同様にして吸収性物品を製造し、上述の各種血液に関して、リウェッ
ト率を評価した。各血液に関して測定を３回行い、その平均値を採用した。
　結果を、下記表３に示す。
【０２２３】
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【表４】

【０２２４】
　例２で得られた、ウマＥＤＴＡ血と同様の傾向が、ヒトおよびヒツジの血液でも得られ
た。また、脱繊維血およびＥＤＴＡ血においても、同様の傾向が観察された。
【０２２５】
［例３］
［血液保持性の評価］
　血液改質剤を含むトップシートと、血液改質剤を含まないトップシートとにおける血液
保持性を評価した。
【０２２６】
［試験方法］
（１）エアスルー不織布（ポリエステルおよびポリエチレンテレフタレートから成る複合
繊維、坪量：３５ｇ／ｍ2）から形成されたトップシートの肌当接面に、トリＣ２Ｌ油脂
肪酸グリセリドを、コントロールシームＨＭＡガンを用いて微粒化し、坪量がおおよそ５
ｇ／ｍ2となるように塗布する。また、比較のため、トリＣ２Ｌ油脂肪酸グリセリドを塗
布していないものも準備する。次いで、トリＣ２Ｌ油脂肪酸グリセリドが塗布されている
トップシートと、塗布されていないトップシートとの両方を、０．２ｇの大きさにカット
し、セルストレイナー＋トップシートの質量（ａ）を正確に測定する。
【０２２７】
（２）ウマＥＤＴＡ血約２ｍＬを、肌当接面側から添加し、１分間静置する。
（３）セルストレイナーを、遠心管にセットし、スピンダウンして、余剰のウマＥＤＴＡ
血を取り除く。
（４）セルストレイナー＋ウマＥＤＴＡ血を含むトップシートの重量（ｂ）を測定する。
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（５）下式にしたがって、トップシート１ｇ当たりの当初吸収量（ｇ）を算出する。
　当初吸収量＝［重量（ｂ）－重量（ａ）］／０．２
（６）セルストレイナーを、遠心管に再セットし、室温下、約１２００Ｇで１分間遠心分
離する。
【０２２８】
（７）セルストレイナー＋ウマＥＤＴＡ血を含むトップシートの重量（ｃ）を測定する。
（８）下式にしたがって、トップシート１ｇ当たりの試験後吸収量（ｇ）を算出する。
　試験後吸収量＝［重量（ｃ）－重量（ａ）］／０．２
（９）下式にしたがって血液保持率（％）を算出した。
　血液保持率（％）＝１００×試験後吸収量／当初吸収量
　なお、測定は３回行い、その平均値を採用した。結果を、下記表４に示す。
【０２２９】
【表５】

【０２３０】
　血液改質剤を含むトップシートは、血液保持性が低く、血液を吸収後、迅速に吸収体に
移行させることができることが示唆される。
【０２３１】
［例４］
［血液改質剤を含む血液の粘性］
　血液改質剤を含む血液の粘性を、Ｒｈｅｏｍｅｔｒｉｃ　Ｅｘｐａｎｓｉｏｎ　Ｓｙｓ
ｔｅｍ　ＡＲＥＳ（Ｒｈｅｏｍｅｔｒｉｃ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ，Ｉｎｃ）を用いて測
定した。ウマ脱繊維血に、パナセート８１０ｓを２質量％添加し、軽く撹拌して試料を形
成し、直径５０ｍｍのパラレルプレートに試料を載せ、ギャップを１００μｍとし、３７
±０．５℃で粘度を測定した。パラレルプレートゆえ、試料に均一なせん断速度はかかっ
ていないが、機器に表示された平均せん断速度は、１０ｓ-1であった。
【０２３２】
　パナセート８１０ｓを２質量％含むウマ脱繊維血の粘度は、５．９ｍＰａ・ｓであり、
一方、血液改質剤を含まないウマ脱繊維血の粘度は、５０．４ｍＰａ・ｓであった。した
がって、パナセート８１０ｓを２質量％含むウマ脱繊維血は、血液改質剤を含まない場合
と比較して、約９０％粘度を下げることが分かる。血液は、血球等の成分を含み、チキソ
トロピーの性質を有することが知られているが、本開示の血液改質剤は、低粘度域で、血
液の粘度を下げることができると考えられる。血液の粘度を下げることにより、吸収した
経血を、トップシートから吸収体に速やかに移行させることができると考えられる。
【０２３３】
［例５］
［血液改質剤を含む血液の顕微鏡写真］
　健常ボランティアの経血を食品保護用ラップフィルム上に採取し、その一部に、１０倍
の質量のリン酸緩衝生理食塩水中に分散されたパナセート８１０ｓを、パナセート８１０
ｓの濃度が１質量％となるように添加した。経血を、スライドグラスに適下し、カバーグ
ラスをかけ、光学顕微鏡にて、赤血球の状態を観察した。血液改質剤を含まない経血の顕
微鏡写真を図１６（ａ）に、そしてパナセート８１０ｓを含む経血の顕微鏡写真を図１６
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（ｂ）に示す。
【０２３４】
　図１６から、血液改質剤を含まない経血では、赤血球が連銭等の集合塊を形成している
が、パナセート８１０ｓを含む経血では、赤血球が、それぞれ、安定に分散していること
が分かる。したがって、血液改質剤は、血液の中で、赤血球を安定化させる働きをしてい
ることが示唆される。
【０２３５】
［例６］
［血液改質剤を含む血液の表面張力］
　血液改質剤を含む血液の表面張力を、協和界面科学社製接触角計　Ｄｒｏｐ　Ｍａｓｔ
ｅｒ５００を用い、ペンダントドロップ法にて測定した。表面張力は、ヒツジ脱繊維血に
、所定の量の血液改質剤を添加し、十分振とうした後に測定した。測定は、機器が自動で
行うが、表面張力γは、以下の式により求められる（図１７を参照）。
【０２３６】
　γ＝ｇ×ρ×（ｄｅ）2×１／Ｈ
　ｇ：重力定数
　１／Ｈ：ｄｓ／ｄｅから求められる補正項
　ρ：密度
　ｄｅ：最大直径
　ｄｓ：滴下端よりｄｅだけ上がった位置での径
【０２３７】
　密度ρは、ＪＩＳ　Ｋ　２２４９－１９９５の「密度試験方法および密度・質量・容量
換算表」の５．振動式密度試験方法に準拠し、下記表５に示される温度で測定した。測定
には、京都電子工業株式会社のＤＡ－５０５を用いた。結果を、表５に示す。
【０２３８】
【表６】

【０２３９】
　表５から、血液改質剤は、２５℃の水１００ｇに対する、約０．００～約０．０５ｇの
水溶解度を有することからも明らかなように、水への溶解性が非常に低いが、血液の表面
張力を下げることができることが分かる。血液の表面張力を下げることにより、吸収した
血液をトップシートの繊維間に保持せず、速やかに吸収体に移行させることができると考
えられる。
【０２４０】
　実施形態と変形例の一つ、もしくは複数を組み合わせることは可能である。変形例同士
を組み合わせることも可能である。
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　以上の説明はあくまで一例であり、発明は、上記の実施形態に何ら限定されるものでは
ない。
【符号の説明】
【０２４２】
　１，１Ａ　　吸収性物品
　２，２Ａ　　トップシート
　３　　バックシート
　４　　吸収体
　５　　ウイング部
　６　　粘着部
　７　　圧搾溝
　８　　シール部
　１０　　本体部
　１８Ａ　　サイドシート
　２１，２１Ａ，２１Ｂ　　折曲部
　２２Ａ，２２Ｂ　　非連続部分
　２３　　直線
　２４Ａ１～２１Ａ１９　　折曲部の部分
　２５　　折曲部の側面
　２６　　開口部
　２７　　血液改質剤層
　３１，３２　　下着の脚開口部の縁
　１００　　トップシート製造装置
　１２０　　パターンドラム
　１３０　　エンボス加工装置
　１４０　　バックシート用ロール
　１５０　　カッタ
　１６０　　改質剤塗布スプレー
　２１０　　樹脂フィルムシートのロール
　２１２，２１４，２１６　　樹脂フィルムシート
　２２０　　凹部形成ロール
　２３０　　延伸ギアロール
　２３１　　上段ロール
　２３２　　下段ロール
　２３３，２３５　　ギア歯
　２３４　　ギア歯が途切れている箇所
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